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写真：福岡こども園 「気づき～豊かな自然の中で～」 
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～「東金市立幼稚園・保育所・認定こども園共通カリキュラム」より～ 

 

乳幼児期が人格形成の基礎を培う重要な時期であることを踏

まえ、子どもたちとの信頼関係を十分に築き、健やかな成長

が図れるよう家庭や地域と連携し、より良い教育・保育の環

境を創造する。 

保育理念 

教育・保育目標 

「心豊かにたくましく、未来を生きる力」を育む 

方  針 

〇「生活」と「遊び」を通した学びにより様々な体験を重ね、

豊かな感性や創造性、好奇心を育てます。 

〇子どもたち一人一人の個性を大切にし、そのよさをさらに

高め、子どもたちが自分を伸びやかに発揮できるよう努め

ます。 

〇同年齢、異年齢の友達とのかかわりの中で、お互いを大切

に思いやる心を育てます。 

〇子どもたちが健康で安全に生活できる環境を整え、丈夫な

体づくりのための食育の推進や基本的な生活習慣・態度を

身に付けられるよう支援します。 

〇子どもたちが健やかに成長していけるよう、家庭や地域と

の連携を密にし、共通理解を図ります。 

〇地域における子育ての支援のために、乳幼児の教育・保育

に関する相談に応じ、助言するなどの社会的役割を果たし

ます。 

〇一人一人の特別なニーズに応じた適切な支援を行うととも

に、集団活動を通して、全体的な発達を促します。 

〇学校教育への円滑な接続のための基礎を培います。 

 

＊仲良く元気に遊べる子・・・・身近な人と十分に関わ

り、元気に体を動かす

ことを喜ぶ。 

＊思いやりのあるやさしい子・・思いを伝え合い、相手

の気持ちに気付く。 

＊自分で考えて行動する子・・・なぜ、どうしてという

気持ちをもち、試し、

やってみる。 

＊あきらめないで挑戦する子・・見通しをもって活動に

取り組み、最後までや

り通そうとする。 

めざす子ども像 
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東金市立第２保育所　　　　　　令和6年度　教育及び保育の内容に関する全体的な計画　（編集作成：所長　西村　洋子）

表現

身近なも
のと関わ
り感性が

育つ

○十分に体を動かし、遊具や用具
　を使った簡単な遊びを楽しむ。

○簡単な身の回りのことを自分で
　しようとする。

○自我が芽生え、友達との関わり
　の中で簡単なルールがあること
　を知る。

○身の回りの様々なものに関わ
　り、好奇心を持つ。

○保育者を仲立ちとして、生活や
　遊びの中で簡単な言葉のやり取
　りを楽しむ。

○保育者や友達と一緒に、見立て
　・つもり遊びを楽しむ。

健康

○運動機能が発達し、探索活動
　を楽しむ。

○簡単な身の回りのことなどに
　興味をもつ。

○保育者や友達に関心を持ち、
　真似をしたりして自ら関わろ
　うとする。

○身の回りの環境に興味や関心
　をもち、様々な遊びを楽し
　む。

○話し掛けややり取りの中で、
　声や言葉で気持ちを表そうと
　する。

○保育者と一緒に模倣遊びをし
　たり、リズムに合わせて体を
　動かしたりする。

教
育
及
び
保
育

健やかに
伸び伸び
と育つ

○初歩的な運動機能が発達する。

○食欲・睡眠・排泄などの生理的
　欲求が満たされ、快適に過ご
　す。

○身近な保育者と過ごすことを喜
   ぶ。
　
○保育者の言葉掛けが分かり、自
　分の気持ちや欲求を片言や身振
　りで伝えようとする。

○保育者の声や表情に安心感を覚
   え、快・不快感を表す。

○身の回りの環境に興味を持ち、
　見たり、聞いたり、触れたりす
　る。

人間
関係

養
　
 

護

生命の
保持

○安全で清潔な環境を整える。
○生理的欲求を満たし、心地よく
   過ごせるようにする。
○気温や湿度に留意しながら薄着
   の習慣を付け、丈夫な体づくり
   をしていけるようにする。
○スキンシップを多く持ち、安心
   して過ごせるようにする。
○信頼できる保育者と触れ合い、
   愛着関係を深め、心地よい生活
   を送れるようにする。
○ゆったりと過ごし、食事や睡眠
   などの生活リズムが整うように
   する。
○喃語や指さすものを理解し、子
   どもの気持ちに寄り添いながら
   応答していく。
○自分でやりたいという気持ちを
   大切にし、援助しながら満足感
   を感じられるようにする。
○信頼関係が深まる中で、安心し
   て自分の気持ちが伝えられるよ
   うにしていく。

○安全で清潔な環境を整える。
○運動機能が発達するため、子どもの行
　動範囲を十分把握し環境の安全に配慮
　する。
○一人一人の健康状態や生活リズムを把
　握し、快適に過ごせるようにする。
○不安や欲求を受け止め、スキンシップ
　を多く持ち、愛着関係を深め、安心し
　て過ごせるようにする。
○子どもが安心して自分の気持ちを伝え
　られるよう信頼関係を築いていく。
○保育者が仲立ちをしながら一緒に遊
　び、友達との触れ合いを楽しめるよう
　にする。
○自分でやりたいという気持ちを大切に
　し、意欲的に生活できるようにする。
○自我の芽生えを受け止めながら、心の
　動きや成長を知り安定して過ごせるよ
　うにする。

○一人一人の健康状態を把握し、
　快適な生活ができるようにす
　る。
○基本的生活習慣の自立に向け
　て、一人一人の状況に応じた援
　助をする。
○一人一人の発達段階を把握し、
　危険のないよう環境を整え、挑
　戦する行動を見守っていく。
○一人一人の気持ちを受け止め、
　共感し、信頼関係を深める中
　で、子どもが安心して気持ちを
　表すことができるようにする。
○様々な場面で現れる自我の育ち
　を丁寧に受け止め、見守ってい
　く。
○保育者とのつながりを基に、友
　達にも関心を広げ、関わり方を
　伝えながら一緒に遊ぶ楽しさが
　味わえるようにする。

情緒の
安定

身近な人
と気持ち
が通じ
合う

環境

言葉

○友達と積極的に体を動かす活
　動に取り組み、みんなで一緒
　に遊ぶ充実感を味わう。

○危険な場や遊び方、災害時な
　どの行動の仕方が分かり、安
　全に気を付けて行動しようと
　する。

○生活や遊びに見通しをもって
　活動する。

○友達と共通の目的に向かって
　活動することの楽しさを味わ
　う。

○身近な環境に好奇心や探究
　心をもって関わり、いろいろ
　な遊びや生活に取り入れてい
　く。

○自分の考えを相手に伝えた
　り、友達の良さを認めたり、
　その考えを取り入れたりし
　ながら遊びを進めていく。

○友達とイメージを共有しなが
　ら、自分なりの動きや言葉な
　どで表現して遊ぶ楽しさを味
　わう。

地域との連携を大切にする教育・保育

実施可能な状況となった時は世代間交流の企
画をし実施。地域のお年寄りとの交流会を開
催する。

保護者及び地域の子育て家庭への支援

『個性に寄り添うことでうまれる環境構成と保育者の
関わり』をサブテーマとし、保育者が子どもたち一人
一人に寄り添う保育、環境設定を行う。子どもたちの
姿・遊びのエピソードから、環境の再構成や関わりに
ついて意見交換をし所内研修を行う。年度末に５ヶ所
の施設で成果を発表する。

園の自己評価

評価方法 巡回指導・所内研修を通して振り返り

子ども理解し、一人一人に合った関わりや環境設定に
努めた。子ども主体を意識しながら保育を行ったが、
外部講師からの「自主性と主体性は違う」という言葉
で、どのように子どもたちと関わることが子ども主体
なのかを考える１年間となった。所内研修や職員間の
話し合いで、職員が活発に発言し互いの思いに気づく
ことができたことは、同じ方向を向きより良い保育の
展開につながっていくと思う。

○基本的な生活習慣を身に付け
　られるように援助する。

○できることが増え、自分でや
　り通そうとするなど、自分の
　意志で生活しようとする気持
　ちを認め、成功体験を積み重
　ねていけるようにする。

保護者へは、各クラスのドキュメンテーショ
ンを掲示したり通信を発行したりし、情報発
信をしていく。また、地域の子育て家庭への
支援としては、電話相談を実施する。

研修・研究計画

研究テーマ 「生きる力を育む」

教育課程・育ちの過程 家庭との連携

年齢 ０歳児 １歳児 ２歳児（満３歳児） ３歳児 ４歳児 ５歳児 連絡帳や保育所だより、ドキュメンテーショ
ン等で保育所での子どもの様子を伝えたり、
送迎時、積極的に保護者と対話をしたりし子
どもの成長を共有し合う。

○運動量が増し、活発に活動で
　きるように配慮する。

○一人一人が安心して自分の
　気持ちを表現し、自己肯定感
　をもち意欲的に活動できる
　ようにする。

○体や病気について関心を持
　ち、健康的な生活に必要な習
　慣や態度を身に付けられるよ
　うにする。

○一人一人の成長を認め、それ
　ぞれが満足感や達成感を十分
　に味わえるようにする。

小学校への円滑な接続に向けた教育・保育
アプローチカリキュラムを基にし、幼児期の終わ
りまでに育って欲しい１０の姿へと向かっていく
よう方向づけることでスムーズな接続へと繋げて
いく。ネットワーク会議や保幼小研修会などで小
学校教諭と情報共有し連携を図る。○体を使ったいろいろな遊びを

　楽しむ。

○保育者を仲立ちとしながら、
　友達と関わって遊び、みんな
　と一緒に楽しさを味わう。

○気の合う友達と遊びを進めて
　いく楽しさを味わう。

○異年齢児と関わることを楽し
　み、遊びを模倣したり、取り
　入れたりする。

○身近な自然・素材・空間など
　を自分なりに見立てて遊ぶ。

○いろいろな素材に触れて、そ
　の感触を楽しむ。

○活動を通して、遊びの中のい
　ろいろなきまりに気付いた
　り、必要な言葉を知ったりす
　る。

○感じたことや思ったことを保
　育者や友達に自分なりに表現
　する。

○全身を使って、いろいろな遊
　びに挑戦する。

○危険な場や遊び方などを知
　り、安全に気を付ける。

○気の合う友達とのつながりを
　深めながら、遊びを楽しむ。

○身近な環境の中で関心のある
　ものや年長児のしている遊び
　を、自分たちの遊びや生活の
　中に取り入れていく。

○いろいろな遊びの中で必要な
　ものを友達と一緒に考えた
　り、工夫したりしてつくり、
　遊びに生かして使う。

○保育者や気の合う友達の話を
　興味をもって聞いたり、自分
　の思っていることを話したり
　する。

○友達と一緒に、思ったことや
　感じたことを、様々な方法で
　表現する楽しさを味わう。

●幼稚園：基本保育時間→9：00～14：00　 　＊預かり保育　14:00～16：30
●保育所：基本保育時間→7：30（8：00）～18：30（16:00）　 ＊延長保育時間→7:00～、～19:00
●認定こども園：基本保育時間→幼稚園的利用は幼稚園と、保育所的利用は保育所と同じ。
＊2歳児クラスでは、満3歳未満と満3歳以上の子どもが混在する中で一体的に教育及び保育が行われるという観点から、実際の教育
及び保育の現場においては月齢差を考慮した関わりと見通しを持って子どもと接する。

行事のねらい

日々の園生活の連続性のなかで、発達等園児の実態に応じて必要なものを行事として行い、行事の運営観点を以下の5項目に分
類し実施する。
①その時々の子どもの発達や成長を知らせる役割　　　②親子の触れ合いを促す役割
③伝統文化を知らせる役割　　　④健康と安全を守る役割　　⑤保育を厚くする役割

どのような個性をもつ子も皆同じ仲間という
認識のもと、保育所全体で育てていくという
職員の共通理解をもって関わっていく。ま
た、家庭や専門機関との連携を図る。

特に配慮すべき事項

一人一人を大切にする教育・保育 発達の連続性に配慮した教育・保育 異年齢との関わりを大切にする教育・保育 子どもたちの健康と安全を守る教育・保育 食育を推進する教育・保育 インクルーシブな教育・保育

子どもの人権に十分配慮し、一人一人
のありのままの姿に寄り添い、安心し
て自分の気持ちを表すことができるよ
う関わっていく。子どもたちの育ちを
認め、自己肯定感を育んでいけるよう
な関わりをしていく。

個人差があることを十分考慮しながら、一人
一人の発達を保障するために、職員が共通理
解を図り、年齢にあった環境を整え発達を促
していく保育を行う。

生活や遊びの中で“見て学ぶ”経験を
大切にし、互いに刺激しあう関係性を
築いていけるような環境（人的、物
的）を整える。

心も身体も共に健康であるよう、様々
な経験が出来る環境を整える。
安全面においては、遊具等の安全点検
や、園外での歩行の仕方、保育士の配
置等十分に配慮する。

「食育年間計画」に基づき、栽培や収
穫を通し食への関心を高める。たくさ
ん遊び空腹を感じ、よく食べて空腹を
満たすという遊びと食事の関係性も大
切にする。

４歳児 友達との関わりを深めながら、いろいろな活動に取り組む楽しさを味わう。

第２保育所の教育・保育目標 『個性に寄り添うことでうまれる環境構成と保育者の関わり』 ５歳児 生活や遊びの中で共通の目的を持って友達と協力しながら活動し、達成感や充実感を味わう。

令和6年４月１日現在

基本理念
乳幼児期が人格形成の基礎を培う重要な時期であることを踏まえ、子どもたちとの信頼関
係を十分に築き、健やかな成長が図れるよう家庭や地域と連携し、より良い教育･保育の環
境を創造する。

子どもの教育
及び保育目標

０歳児 一人一人の安定した生活リズムで気持ちよく過ごす。

１歳児 安心できる保育者との関係の下で、自分でしようとする気持ちが芽生える。

教育･保育目標 「心豊かにたくましく、未来を生きる力」を育む ２歳児（満３歳児） 基本的な運動機能が発達し、身の回りのことを自分でしようとする。

めざす子ども像

○仲良く元気に遊べる子・・・身近な人と十分に関わり、元気に体を動かすことを喜ぶ。
○思いやりのあるやさしい子・・・思いを伝え合い、相手の気持ちに気付く。
○自分で考えて行動する子・・・なぜ、どうしてという気持ちをもち、試し、やってみる。
○あきらめないで挑戦する子・・・見通しをもって活動に取り組み、最後までやり通そうとする。

３歳児 基本的な生活習慣を身に付け、保育者や友達と関わりながら遊ぶ楽しさを知る。
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東金市立３保育所　　　令和６年度　教育及び保育の内容に関する全体的な計画　（編集作成：所長　渡邊　幸代）

表現

第３保育所の教育・保育目標 豊かな自然の中でのびのびと遊ぶ。 ５歳児 生活や遊びの中で共通の目的を持って友達と協力しながら活動し、達成感や充実感を味わう。

基本理念
乳幼児期が人格形成の基礎を培う重要な時期であることを踏まえ、子どもたちとの信頼関
係を十分に築き、健やかな成長が図れるよう家庭や地域と連携し、より良い教育･保育の環
境を創造する。

子どもの教育
及び保育目標

０歳児 一人一人の安定した生活リズムで気持ちよく過ごす。

１歳児 安心できる保育者との関係の下で、自分でしようとする気持ちが芽生える。

教育･保育目標 「心豊かにたくましく、未来を生きる力」を育む ２歳児（満３歳児） 基本的な運動機能が発達し、身の回りのことを自分でしようとする。

めざす子ども像

　幼児組は、３､４､5歳児クラス縦割
り保育を行う中で、異年齢児との生活
や遊びを通して他者への思いやりを育
むと共に、乳児組、幼児組も関わる機
会を多くもち、思いやる気持ちを大切
にしていく。

　全職員が相互に連携し、健やかな生
活の確立を進めていく。また、事故防
止のため、定期的に安全点検、訓練を
全体で行っていく。衛生面には十分配
慮し、感染症拡大防止に保育所全体で
対応していく。

　保育者や友達と一緒に食べることを
楽しみにできるようにしていく。ま
た、クッキングや菜園作りを通して、
食への興味や関心を高め、感謝して食
べようとする気持ちが育つように働き
かけていく。

４歳児 友達との関わりを深めながら、いろいろな活動に取り組む楽しさを味わう。

○仲良く元気に遊べる子・・・身近な人と十分に関わり、元気に体を動かすことを喜ぶ。
○思いやりのあるやさしい子・・・思いを伝え合い、相手の気持ちに気付く。
○自分で考えて行動する子・・・なぜ、どうしてという気持ちをもち、試し、やってみる。
○あきらめないで挑戦する子・・・見通しをもって活動に取り組み、最後までやり通そうとする。

３歳児 基本的な生活習慣を身に付け、保育者や友達と関わりながら遊ぶ楽しさを知る。

　ネットワーク会議や幼保小研修会など
の機会の際、小学校教師と意見交換や情
報を共有し、保育所と小学校教育との円
滑な接続に努める。

○体を使ったいろいろな遊びを
　楽しむ。

○保育者を仲立ちとしながら、
　友達と関わって遊び、みんな
　と一緒に楽しさを味わう。

○気の合う友達と遊びを進めて
　いく楽しさを味わう。

○異年齢児と関わることを楽し
　み、遊びを模倣したり、取り
　入れたりする。

○身近な自然・素材・空間など
　を自分なりに見立てて遊ぶ。

○いろいろな素材に触れて、そ
　の感触を楽しむ。

○活動を通して、遊びの中のい
　ろいろなきまりに気付いた
　り、必要な言葉を知ったりす
　る。

○感じたことや思ったことを保
　育者や友達に自分なりに表現
　する。

○全身を使って、いろいろな遊
　びに挑戦する。

○危険な場や遊び方などを知
　り、安全に気を付ける。

○気の合う友達とのつながりを
　深めながら、遊びを楽しむ。

○身近な環境の中で関心のある
　ものや年長児のしている遊び
　を、自分たちの遊びや生活の
　中に取り入れていく。

○いろいろな遊びの中で必要な
　ものを友達と一緒に考えた
　り、工夫したりしてつくり、
　遊びに生かして使う。

○保育者や気の合う友達の話を
　興味をもって聞いたり、自分
　の思っていることを話したり
　する。

○友達と一緒に、思ったことや
　感じたことを、様々な方法で
　表現する楽しさを味わう。

●幼稚園：基本保育時間→9：00～14：00　 　＊預かり保育　14:00～16：30
●保育所：基本保育時間→7：30（8：00）～18：30（16:00）　 ＊延長保育時間→7:00～、～19:00
●認定こども園：基本保育時間→幼稚園的利用は幼稚園と、保育所的利用は保育所と同じ。
＊2歳児クラスでは、満3歳未満と満3歳以上の子どもが混在する中で一体的に教育及び保育が行われるという観点から、実際の教育
及び保育の現場においては月齢差を考慮した関わりと見通しを持って子どもと接する。

行事のねらい

日々の園生活の連続性のなかで、発達等園児の実態に応じて必要なものを行事として行い、行事の運営観点を以下の5項目に分
類し実施する。
①その時々の子どもの発達や成長を知らせる役割　　　②親子の触れ合いを促す役割
③伝統文化を知らせる役割　　　④健康と安全を守る役割　　⑤保育を厚くする役割

　家庭や関係機関と連携した支援を行うた
め、障害を職員全体で共通理解し、保育を進
めていく。みんなと一緒に共に学び、共に育
つことができるようにしていく。

特に配慮すべき事項

一人一人を大切にする教育・保育 発達の連続性に配慮した教育・保育 異年齢との関わりを大切にする教育・保育 子どもたちの健康と安全を守る教育・保育 食育を推進する教育・保育 インクルーシブな教育・保育

　子どもの人権を十分に配慮し、一人
一人の子どもが主体的に活動ができる
ようにしていく。子どもの気持ちに寄
り添った保育を行い健全な心身の発達
を図っていく。

　一人一人の発達状態に合った保育を定期
的、継続的に把握しながら、年齢に応じた環
境を整え、職員が共通理解を図り、保育を
行っていく。

評価方法 巡回指導・所内研修の振り返り

　子どもの「やってみたい」という思いを受
け止め、実現できる環境づくりをおこなっ
た。巡回指導や所内研修において保育を振り
返り、話し合う中で共通理解も深まり、異年
齢交流も盛んになった。遊びが充実すること
で、子どもたちの心の育ちにつながった。

教育課程・育ちの過程 家庭との連携

年齢 ０歳児 １歳児 ２歳児（満３歳児） ３歳児 ４歳児 ５歳児 　保育所だより、連絡帳、クラスや各年
齢でのドキュメンテーション等で、保育
所での子どもの様子を知らせたり、送迎
時に家庭との連絡を密に図ったりしてい
く。

○運動量が増し、活発に活動で
　きるように配慮する。

○一人一人が安心して自分の
　気持ちを表現し、自己肯定感
　をもち意欲的に活動できる
　ようにする。

○体や病気について関心を持
　ち、健康的な生活に必要な習
　慣や態度を身に付けられるよ
　うにする。

○一人一人の成長を認め、それ
　ぞれが満足感や達成感を十分
　に味わえるようにする。

小学校への円滑な接続に向けた教育・保育

教
育
及
び
保
育

健やかに
伸び伸び
と育つ

○初歩的な運動機能が発達する。

○食欲・睡眠・排泄などの生理的
　欲求が満たされ、快適に過ご
　す。

○身近な保育者と過ごすことを喜
   ぶ。
　
○保育者の言葉掛けが分かり、自
　分の気持ちや欲求を片言や身振
　りで伝えようとする。

○保育者の声や表情に安心感を覚
   え、快・不快感を表す。

○身の回りの環境に興味を持ち、
　見たり、聞いたり、触れたりす
　る。

人間
関係

養
　
 

護

生命の
保持

○安全で清潔な環境を整える。
○生理的欲求を満たし、心地よく
   過ごせるようにする。
○気温や湿度に留意しながら薄着
   の習慣を付け、丈夫な体づくり
   をしていけるようにする。
○スキンシップを多く持ち、安心
   して過ごせるようにする。
○信頼できる保育者と触れ合い、
   愛着関係を深め、心地よい生活
   を送れるようにする。
○ゆったりと過ごし、食事や睡眠
   などの生活リズムが整うように
   する。
○喃語や指さすものを理解し、子
   どもの気持ちに寄り添いながら
   応答していく。
○自分でやりたいという気持ちを
   大切にし、援助しながら満足感
   を感じられるようにする。
○信頼関係が深まる中で、安心し
   て自分の気持ちが伝えられるよ
   うにしていく。

○安全で清潔な環境を整える。
○運動機能が発達するため、子どもの行
　動範囲を十分把握し環境の安全に配慮
　する。
○一人一人の健康状態や生活リズムを把
　握し、快適に過ごせるようにする。
○不安や欲求を受け止め、スキンシップ
　を多く持ち、愛着関係を深め、安心し
　て過ごせるようにする。
○子どもが安心して自分の気持ちを伝え
　られるよう信頼関係を築いていく。
○保育者が仲立ちをしながら一緒に遊
　び、友達との触れ合いを楽しめるよう
　にする。
○自分でやりたいという気持ちを大切に
　し、意欲的に生活できるようにする。
○自我の芽生えを受け止めながら、心の
　動きや成長を知り安定して過ごせるよ
　うにする。情緒の

安定

身近な人
と気持ち
が通じ
合う

環境

言葉

身近なも
のと関わ
り感性が

育つ

令和６年４月１日現在

○十分に体を動かし、遊具や用具
　を使った簡単な遊びを楽しむ。

○簡単な身の回りのことを自分で
　しようとする。

○自我が芽生え、友達との関わり
　の中で簡単なルールがあること
　を知る。

○身の回りの様々なものに関わ
　り、好奇心を持つ。

○保育者を仲立ちとして、生活や
　遊びの中で簡単な言葉のやり取
　りを楽しむ。

○保育者や友達と一緒に、見立て
　・つもり遊びを楽しむ。

健康

○運動機能が発達し、探索活動
　を楽しむ。

○簡単な身の回りのことなどに
　興味をもつ。

○保育者や友達に関心を持ち、
　真似をしたりして自ら関わろ
　うとする。

○身の回りの環境に興味や関心
　をもち、様々な遊びを楽し
　む。

○話し掛けややり取りの中で、
　声や言葉で気持ちを表そうと
　する。

○保育者と一緒に模倣遊びをし
　たり、リズムに合わせて体を
　動かしたりする。

○一人一人の健康状態を把握し、
　快適な生活ができるようにす
　る。
○基本的生活習慣の自立に向け
　て、一人一人の状況に応じた援
　助をする。
○一人一人の発達段階を把握し、
　危険のないよう環境を整え、挑
　戦する行動を見守っていく。
○一人一人の気持ちを受け止め、
　共感し、信頼関係を深める中
　で、子どもが安心して気持ちを
　表すことができるようにする。
○様々な場面で現れる自我の育ち
　を丁寧に受け止め、見守ってい
　く。
○保育者とのつながりを基に、友
　達にも関心を広げ、関わり方を
　伝えながら一緒に遊ぶ楽しさが
　味わえるようにする。

○友達と積極的に体を動かす活
　動に取り組み、みんなで一緒
　に遊ぶ充実感を味わう。

○危険な場や遊び方、災害時な
　どの行動の仕方が分かり、安
　全に気を付けて行動しようと
　する。

○生活や遊びに見通しをもって
　活動する。

○友達と共通の目的に向かって
　活動することの楽しさを味わ
　う。

○身近な環境に好奇心や探究
　心をもって関わり、いろいろ
　な遊びや生活に取り入れてい
　く。

○自分の考えを相手に伝えた
　り、友達の良さを認めたり、
　その考えを取り入れたりし
　ながら遊びを進めていく。

○友達とイメージを共有しなが
　ら、自分なりの動きや言葉な
　どで表現して遊ぶ楽しさを味
　わう。

地域との連携を大切にする教育・保育

　散歩に出かけ、地域の方に挨拶をする
中で、交流がもてるようにしていく。ま
た、地区行事に参加し、地域の方との交
流がもてるようにしていく。

保護者及び地域の子育て家庭への支援

○基本的な生活習慣を身に付け
　られるように援助する。

○できることが増え、自分でや
　り通そうとするなど、自分の
　意志で生活しようとする気持
　ちを認め、成功体験を積み重
　ねていけるようにする。

　子どもの育ちを共感し、子育ての喜びを感
じられるように子育て支援に努める。また、
地域の子育て支援として、毎月２回の電話相
談を行う。子育ての情報を掲示や配付を行っ
ていく。地域性や専門性を活かして子育て世
代の方との関わりを増やしていく。

研修・研究計画

研究テーマ 生きる力を育む

子どもの心の育ちを考える～子どもたちの想
いを実現するために～をサブテーマとし、事
例を持ちより２グループに分かれ職員全体で
共通理解を図る。また、巡回指導での助言を
受け、保育の振り返りをし、反省点や改善点

園の自己評価
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表現

身近なも
のと関わ
り感性が

育つ

○十分に体を動かし、遊具や用具
　を使った簡単な遊びを楽しむ。

○簡単な身の回りのことを自分で
　しようとする。

○自我が芽生え、友達との関わり
　の中で簡単なルールがあること
　を知る。

○身の回りの様々なものに関わ
　り、好奇心を持つ。

○保育者を仲立ちとして、生活や
　遊びの中で簡単な言葉のやり取
　りを楽しむ。

○保育者や友達と一緒に、見立て
　・つもり遊びを楽しむ。

健康

○運動機能が発達し、探索活
動
　を楽しむ。

○簡単な身の回りのことなど
に
　興味をもつ。

○保育者や友達に関心を持
ち、
　真似をしたりして自ら関わ
ろ
　うとする。

○身の回りの環境に興味や関
心
　をもち、様々な遊びを楽し
　む。

○話し掛けややり取りの中
で、
　声や言葉で気持ちを表そう
と

教
育
及
び
保
育

健やかに
伸び伸び
と育つ

○初歩的な運動機能が発達す
る。

○食欲・睡眠・排泄などの生理
的
　欲求が満たされ、快適に過ご
　す。

○身近な保育者と過ごすことを
喜
   ぶ。
　
○保育者の言葉掛けが分かり、
自
　分の気持ちや欲求を片言や身
振
　りで伝えようとする。

○保育者の声や表情に安心感を
覚
   え、快・不快感を表す。

養
　
 

護

生命の
保持

○安全で清潔な環境を整える。
○生理的欲求を満たし、心地よ
く
   過ごせるようにする。
○気温や湿度に留意しながら薄
着
   の習慣を付け、丈夫な体づく
り
   をしていけるようにする。
○スキンシップを多く持ち、安
心
   して過ごせるようにする。
○信頼できる保育者と触れ合
い、
   愛着関係を深め、心地よい生
活
   を送れるようにする。
○ゆったりと過ごし、食事や睡
眠
   などの生活リズムが整うよう
に
   する。
○喃語や指さすものを理解し、
子
   どもの気持ちに寄り添いなが
ら

○安全で清潔な環境を整える。
○運動機能が発達するため、子どもの行
　動範囲を十分把握し環境の安全に配慮
　する。
○一人一人の健康状態や生活リズムを把
　握し、快適に過ごせるようにする。
○不安や欲求を受け止め、スキンシップ
　を多く持ち、愛着関係を深め、安心し
　て過ごせるようにする。
○子どもが安心して自分の気持ちを伝え
　られるよう信頼関係を築いていく。
○保育者が仲立ちをしながら一緒に遊
　び、友達との触れ合いを楽しめるよう
　にする。
○自分でやりたいという気持ちを大切に
　し、意欲的に生活できるようにする。
○自我の芽生えを受け止めながら、心の
　動きや成長を知り安定して過ごせるよ
　うにする。

○一人一人の健康状態を把握し、
　快適な生活ができるようにす
　る。
○基本的生活習慣の自立に向け
　て、一人一人の状況に応じた援
　助をする。
○一人一人の発達段階を把握し、
　危険のないよう環境を整え、挑
　戦する行動を見守っていく。
○一人一人の気持ちを受け止め、
　共感し、信頼関係を深める中
　で、子どもが安心して気持ちを
　表すことができるようにする。
○様々な場面で現れる自我の育ち
　を丁寧に受け止め、見守ってい
　く。
○保育者とのつながりを基に、友
　達にも関心を広げ、関わり方を
　伝えながら一緒に遊ぶ楽しさが
　味わえるようにする。

情緒の
安定

人間
関係

身近な人
と気持ち
が通じ
合う

環境

言葉

○友達と積極的に体を動かす活
　動に取り組み、みんなで一緒
　に遊ぶ充実感を味わう。

○危険な場や遊び方、災害時な
　どの行動の仕方が分かり、安
　全に気を付けて行動しようと
　する。

○生活や遊びに見通しをもって
　活動する。

○友達と共通の目的に向かって
　活動することの楽しさを味わ
　う。

○身近な環境に好奇心や探究
　心をもって関わり、いろいろ
　な遊びや生活に取り入れてい
　く。

○自分の考えを相手に伝えた
　り、友達の良さを認めたり、
　その考えを取り入れたりし
　ながら遊びを進めていく。

○友達とイメージを共有しなが
　ら、自分なりの動きや言葉な
　どで表現して遊ぶ楽しさを味
　わう。

地域との連携を大切にする教育・保育
地域の環境保全会と連携し、広大なチューリップ
畑の球根とり、球根植えを通して地域の方とふれ
あい、地域の方に支えられていることを知る。こ
ども園つうしんを豊成コミュニティーセンターに
掲示し、こども園の可視化につなげる。

保護者及び地域の子育て家庭への支援

園の自己評価

評価方法 石井先生巡回指導・園内研修

自園のテーマに沿って、園内研修や週指導計
画会議の話し合いの場で、保育への取り組
み、振り返り、反省、改善すべき点を職員間
で話し合い、共通理解を図った。外部講師よ
り、現状の保育を継続してほしいと話があ
り、子ども主体の保育について今後も取り組
んでいこうと思う。

○基本的な生活習慣を身に付け
　られるように援助する。

○できることが増え、自分でや
　り通そうとするなど、自分の
　意志で生活しようとする気持
　ちを認め、成功体験を積み重
　ねていけるようにする。

毎週火曜日に園庭開放を行い未就園児とそ
の保護者が集える場を提供する。遊びの発
信や相談を行うことで、保護者支援をして
いく。

研究テーマ 生きる力を育む

「やってみたい」をやってみよう～つな
がりから広がる遊び～をサブテーマと
し、週指導計画会議の際、子どもの様子
や遊びの経過などを伝え合いながら共有
し、環境の見直しや活動内容などについ
て話し合っていく。職員の共通理解、共
通認識と資質向上を図る。

教育課程・育ちの過程 家庭との連携

年齢 ０歳児 １歳児 ２歳児（満３歳児） ３歳児 ４歳児 ５歳児 ０、１、２歳児では、連絡帳でのやりとりや登降園時
に保護者と情報を共有するなど密に連絡をとりあい保
護者との信頼関係を築いていく。クラスごとにこども
園での子どもの様子を可視化（ポートフォリオ・ド
キュメンテーション）し育ちや学びの様子を発信す
る。

○運動量が増し、活発に活動
で
　きるように配慮する。

○一人一人が安心して自分の
　気持ちを表現し、自己肯定
感
　をもち意欲的に活動できる
　ようにする。

○体や病気について関心を持
　ち、健康的な生活に必要な習
　慣や態度を身に付けられるよ
　うにする。

○一人一人の成長を認め、それ
　ぞれが満足感や達成感を十分
　に味わえるようにする。

小学校への円滑な接続に向けた教育・保育
小学校との連携を図り、市内共通アプローチカリ
キュラムを活用し、卒園までに育って欲しい10
の姿を共有して円滑に小学校生活が送れるように
する。

○体を使ったいろいろな遊びを
　楽しむ。

○保育教諭を仲立ちとしなが
ら、
　友達と関わって遊び、みんな
　と一緒に楽しさを味わう。

○気の合う友達と遊びを進めて
　いく楽しさを味わう。

○異年齢児と関わることを楽し
　み、遊びを模倣したり、取り
　入れたりする。

○身近な自然・素材・空間など
　を自分なりに見立てて遊ぶ。

○いろいろな素材に触れて、そ
　の感触を楽しむ。

○活動を通して、遊びの中のい
　ろいろなきまりに気付いた
　り、必要な言葉を知ったりす
　る。

○感じたことや思ったことを保
　育者や友達に自分なりに表現
　する。

○全身を使って、いろいろな
遊
　びに挑戦する。

○危険な場や遊び方などを知
　り、安全に気を付ける。

○気の合う友達とのつながり
を
　深めながら、遊びを楽し
む。

○身近な環境の中で関心のあ
る
　ものや年長児のしている遊
び
　を、自分たちの遊びや生活
の
　中に取り入れていく。

○いろいろな遊びの中で必要
な
　ものを友達と一緒に考えた
　り、工夫したりしてつく
り、
　遊びに生かして使う。

○保育教諭や気の合う友達の
話
　を興味をもって聞いたり、
自
　分の思っていることを話し
た
　りする。

○友達と一緒に、思ったこと
や
　感じたことを、様々な方法

●幼稚園：基本保育時間→9：00～14：00　 　＊預かり保育　14：00～16：00
●こども園・保育所：基本保育時間→7：30（8：00）～18：30（16：00）　 ＊延長保育時間→7：00～、～19：00
●認定こども園：基本保育時間→幼稚園的利用は幼稚園と、保育所的利用は保育所と同じ。
＊2歳児クラスでは、満3歳未満と満3歳以上の子どもが混在する中で一体的に教育及び保育が行われるという観点から、実際の教
育及び保育の現場においては月齢差を考慮した関わりと見通しを持って子どもと接する。

行事のねらい

日々の園生活の連続性のなかで、発達等園児の実態に応じて必要なものを行事として行い、行事の運営観点を以下の5項目に
分類し実施する。
①その時々の子どもの発達や成長を知らせる役割　　　②親子の触れ合いを促す役割
③伝統文化を知らせる役割　　　④健康と安全を守る役割　　⑤保育を厚くする役割

・すべての子どもにとって充実していて楽しく、
優しい教育・保育を行う。その中で支援が必要な
子どもの個別支援計画を作成する。

特に配慮すべき事項

一人一人を大切にする教育・保育 発達の連続性に配慮した教育・保育 異年齢との関わりを大切にする教育・保育 子どもたちの健康と安全を守る教育・保育 食育を推進する教育・保育 インクルーシブな教育・保育

個々の家庭環境の違いを踏まえ、集団生活
の中で、個性を認め、一人一人に寄り添
い、友達、保育者、地域の人々など、様々
な人との関わりを大切にしながら、子ども
が意欲をもって生活や活動ができるように
していく。

一人一人の発達に合った活動や生活ができる
よう計画を立てて働きかけを行い、子どもが
自信をもって行動できるように個々の発達を
保障していく。

遊びの中で異年齢児との関わりをも
ち、思いやりややさしさの心、いたわ
りの心をもてるよう、人的環境・物的
環境を整える。

安全、安心の環境の下、職員間の連携を密にと
りながら、様々なことに自分で気づき行動でき
る子どもを育てていく。事故防止のため、全体
で定期的に安全点検や訓練を行っていく。また
散歩など園外にでる時には交通ルールを知らせ
安全に歩けるようにする。

0歳児から5歳児まで各年齢で食への興味・
関心を高め、幼児組では栽培・収穫・調理
などを通して、食べることの楽しさを体験
し、「食べたい」という意欲を育ててい
く。

４歳児 友達との関わりを深めながら、いろいろな活動に取り組む楽しさを味わう。

豊成こども園の教育・保育目標 「やってみたい」をやってみよう　～つながりから広がる遊び～ ５歳児 生活や遊びの中で共通の目的を持って友達と協力しながら活動し、達成感や充実感を味わう。

令和６年４月１日現在

基本理念
乳幼児期が人格形成の基礎を培う重要な時期であることを踏まえ、子どもたちとの信頼関
係を十分に築き、健やかな成長が図れるよう家庭や地域と連携し、より良い教育･保育の環
境を創造する。

子どもの教育
及び保育目標

０歳児 一人一人の安定した生活リズムで気持ちよく過ごす。

１歳児 安心できる保育者との関係の下で、自分でしようとする気持ちが芽生える。

教育･保育目標 「心豊かにたくましく、未来を生きる力」を育む ２歳児（満３歳児） 基本的な運動機能が発達し、身の回りのことを自分でしようとする。

めざす子ども像

○仲良く元気に遊べる子・・・身近な人と十分に関わり、元気に体を動かすことを喜ぶ。
○思いやりのあるやさしい子・・・思いを伝え合い、相手の気持ちに気付く。
○自分で考えて行動する子・・・なぜ、どうしてという気持ちをもち、試し、やってみる。
○あきらめないで挑戦する子・・・見通しをもって活動に取り組み、最後までやり通そうとする。

３歳児 基本的な生活習慣を身に付け、保育教諭や友達と関わりながら遊ぶ楽しさを知る。

6
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表現

身近なも
のと関わ
り感性が

育つ

○十分に体を動かし、遊具や用具
　を使った簡単な遊びを楽しむ。

○簡単な身の回りのことを自分で
　しようとする。

○自我が芽生え、友達との関わり
　の中で簡単なルールがあること
　を知る。

○身の回りの様々なものに関わ
　り、好奇心を持つ。

○保育者を仲立ちとして、生活や
　遊びの中で簡単な言葉のやり取
　りを楽しむ。

○保育者や友達と一緒に、見立て
　・つもり遊びを楽しむ。

健康

○運動機能が発達し、探索活動
　を楽しむ。

○簡単な身の回りのことなどに
　興味をもつ。

○保育者や友達に関心を持ち、
　真似をしたりして自ら関わろ
　うとする。

○身の回りの環境に興味や関心
　をもち、様々な遊びを楽し
　む。

○話し掛けややり取りの中で、
　声や言葉で気持ちを表そうと
　する。

○保育者と一緒に模倣遊びをし
　たり、リズムに合わせて体を
　動かしたりする。

教
育
及
び
保
育

健やかに
伸び伸び
と育つ

○初歩的な運動機能が発達する。

○食欲・睡眠・排泄などの生理的
　欲求が満たされ、快適に過ご
　す。

○身近な保育者と過ごすことを喜
   ぶ。
　
○保育者の言葉掛けが分かり、自
　分の気持ちや欲求を片言や身振
　りで伝えようとする。

○保育者の声や表情に安心感を覚
   え、快・不快感を表す。

○身の回りの環境に興味を持ち、
　見たり、聞いたり、触れたりす
　る。

人間
関係

養
　
 
護

生命の
保持

○安全で清潔な環境を整える。
○生理的欲求を満たし、心地よく
   過ごせるようにする。
○気温や湿度に留意しながら薄着
   の習慣を付け、丈夫な体づくり
   をしていけるようにする。
○スキンシップを多く持ち、安心
   して過ごせるようにする。
○信頼できる保育者と触れ合い、
   愛着関係を深め、心地よい生活
   を送れるようにする。
○ゆったりと過ごし、食事や睡眠
   などの生活リズムが整うように
   する。
○喃語や指さすものを理解し、子
   どもの気持ちに寄り添いながら
   応答していく。
○自分でやりたいという気持ちを
   大切にし、援助しながら満足感
   を感じられるようにする。
○信頼関係が深まる中で、安心し
   て自分の気持ちが伝えられるよ
   うにしていく。

○安全で清潔な環境を整える。
○運動機能が発達するため、子どもの行
　動範囲を十分把握し環境の安全に配慮
　する。
○一人一人の健康状態や生活リズムを把
　握し、快適に過ごせるようにする。
○不安や欲求を受け止め、スキンシップ
　を多く持ち、愛着関係を深め、安心し
　て過ごせるようにする。
○子どもが安心して自分の気持ちを伝え
　られるよう信頼関係を築いていく。
○保育者が仲立ちをしながら一緒に遊
　び、友達との触れ合いを楽しめるよう
　にする。
○自分でやりたいという気持ちを大切に
　し、意欲的に生活できるようにする。
○自我の芽生えを受け止めながら、心の
　動きや成長を知り安定して過ごせるよ
　うにする。

○一人一人の健康状態を把握し、
　快適な生活ができるようにす
　る。
○基本的生活習慣の自立に向け
　て、一人一人の状況に応じた援
　助をする。
○一人一人の発達段階を把握し、
　危険のないよう環境を整え、挑
　戦する行動を見守っていく。
○一人一人の気持ちを受け止め、
　共感し、信頼関係を深める中
　で、子どもが安心して気持ちを
　表すことができるようにする。
○様々な場面で現れる自我の育ち
　を丁寧に受け止め、見守ってい
　く。
○保育者とのつながりを基に、友
　達にも関心を広げ、関わり方を
　伝えながら一緒に遊ぶ楽しさが
　味わえるようにする。

情緒の
安定

身近な人
と気持ち
が通じ
合う

環境

言葉

○友達と積極的に体を動かす活
　動に取り組み、みんなで一緒
　に遊ぶ充実感を味わう。

○危険な場や遊び方、災害時な
　どの行動の仕方が分かり、安
　全に気を付けて行動しようと
　する。

○生活や遊びに見通しをもって
　活動する。

○友達と共通の目的に向かって
　活動することの楽しさを味わ
　う。

○身近な環境に好奇心や探究
　心をもって関わり、いろいろ
　な遊びや生活に取り入れてい
　く。

○自分の考えを相手に伝えた
　り、友達の良さを認めたり、
　その考えを取り入れたりし
　ながら遊びを進めていく。

○友達とイメージを共有しなが
　ら、自分なりの動きや言葉な
　どで表現して遊ぶ楽しさを味
　わう。

地域との連携を大切にする教育・保育

行事への参加や招待を通して地域の人々
とふれあい、たくさんの温かい見守りの
中で育つことを大切にする。

保護者及び地域の子育て家庭への支援

「園の周辺の楽しい場所を探してみよう！～自然
を通して様々な体験を楽しもう～」をサブテーマ
とし、月１回、週指導計画会議の際、子どもの様
子や遊びの様子など伝え合いながら、情報を各ク
ラスに持ち寄り職員の共通理解を深めていく。

園の自己評価

評価方法 巡回指導・園内研修

園内研修等で環境の見直しや一人一人に応じた援助を話
し合い、共通理解を深め、実践・改善したことで、子ど
も達が安心・安全に園生活を送ることができた。園外の
活動では、安全面の配慮・自然との関わりを大事に計画
し、実践した。散歩を積み重ねると、散歩への意欲が増
し、体力もつき、自然の中の遊びの充実、五感で感じる
豊かな感情体験をすることができた。今後も自園ならで
はの活動を探っていきたいと思う。

○基本的な生活習慣を身に付け
　られるように援助する。

○できることが増え、自分でや
　り通そうとするなど、自分の
　意志で生活しようとする気持
　ちを認め、成功体験を積み重
　ねていけるようにする。

子育てに関する情報交換の場や交流の機会
を設ける（月の園庭開放、電話相談）とと
もに、相談・支援を行うことで、子どもと
保護者の育ちを支援する。

研修・研究計画

研究テーマ 生きる力を育む

教育課程・育ちの過程 家庭との連携

年齢 ０歳児 １歳児 ２歳児（満３歳児） ３歳児 ４歳児 ５歳児 保護者との日々の会話や連絡帳、園での様
子を伝える掲示板を通して、家庭とこども
園、それぞれの子どもの生活の様子を伝え
合い子ども達の望ましい発達を共有する。

○運動量が増し、活発に活動で
　きるように配慮する。

○一人一人が安心して自分の
　気持ちを表現し、自己肯定感
　をもち意欲的に活動できる
　ようにする。

○体や病気について関心を持
　ち、健康的な生活に必要な習
　慣や態度を身に付けられるよ
　うにする。

○一人一人の成長を認め、それ
　ぞれが満足感や達成感を十分
　に味わえるようにする。

小学校への円滑な接続に向けた教育・保育

市内共通アプローチカリキュラムを活用
し、小学校と連携し、小学校生活に安心感
と期待感が感じられるような学びの接続を
図る。

○体を使ったいろいろな遊びを
　楽しむ。

○保育者を仲立ちとしながら、
　友達と関わって遊び、みんな
　と一緒に楽しさを味わう。

○気の合う友達と遊びを進めて
　いく楽しさを味わう。

○異年齢児と関わることを楽し
　み、遊びを模倣したり、取り
　入れたりする。

○身近な自然・素材・空間など
　を自分なりに見立てて遊ぶ。

○いろいろな素材に触れて、そ
　の感触を楽しむ。

○活動を通して、遊びの中のい
　ろいろなきまりに気付いた
　り、必要な言葉を知ったりす
　る。

○感じたことや思ったことを保
　育者や友達に自分なりに表現
　する。

○全身を使って、いろいろな遊
　びに挑戦する。

○危険な場や遊び方などを知
　り、安全に気を付ける。

○気の合う友達とのつながりを
　深めながら、遊びを楽しむ。

○身近な環境の中で関心のある
　ものや年長児のしている遊び
　を、自分たちの遊びや生活の
　中に取り入れていく。

○いろいろな遊びの中で必要な
　ものを友達と一緒に考えた
　り、工夫したりしてつくり、
　遊びに生かして使う。

○保育者や気の合う友達の話を
　興味をもって聞いたり、自分
　の思っていることを話したり
　する。

○友達と一緒に、思ったことや
　感じたことを、様々な方法で
　表現する楽しさを味わう。

●1号認定：基本保育時間→9：00～14：00　 　＊預かり保育　14:00～16：30
●2・3号認定：基本保育時間→7：30（8：00）～18：30（16:00）　 ＊延長保育時間→7:00～、～19:00
●認定こども園：基本保育時間→幼稚園的利用は幼稚園と、保育所的利用は保育所と同じ。
＊2歳児クラスでは、満3歳未満と満3歳以上の子どもが混在する中で一体的に教育及び保育が行われるという観点から、実際の教
育及び保育の現場においては月齢差を考慮した関わりと見通しを持って子どもと接する。

行事のねらい

日々の園生活の連続性のなかで、発達等園児の実態に応じて必要なものを行事として行い、行事の運営観点を以下の5項目に分
類し実施する。
①その時々の子どもの発達や成長を知らせる役割　　　②親子の触れ合いを促す役割
③伝統文化を知らせる役割　　　④健康と安全を守る役割　　⑤保育を厚くする役割

家庭や専門機関との連携を図りながら、保
育者の工夫、配慮によって、園児が共に認
め合える関係を作り、安心して周囲の環境
と関わりながら発達していけるようにす
る。

特に配慮すべき事項

一人一人を大切にする教育・保育 発達の連続性に配慮した教育・保育 異年齢との関わりを大切にする教育・保育 子どもたちの健康と安全を守る教育・保育 食育を推進する教育・保育 インクルーシブな教育・保育

子どもの最善の利益を守り、心身とも
に一人一人の健やかな育ちや豊かな
心、逞しく生きる力を育んでいく。子
どもの思いや気持ちに寄り添い、友
達、保育者、地域の人々など、様々な
人との関わりを大切にしていく。

年齢に即した環境作りを心掛けながら、職員
が共通理解を図りながら、発達の見通しを
もって子どもに関わり、一人一人の発達を保
障していく。

日々の保育の中で様々な年齢の子ども
達が自然に交流できる場を作り、他年
齢の存在を意識し刺激を受けながら、
他者への思いやりの気持ちを育むと共
に、お互いに成長していくことを大切
にする。

安全、安心を第一とし、職員同士の連
携を密にとりながら環境を整え、様々
なことに自分で気づき行動できる子ど
もを育てていく。また、事故防止のた
め、全体で定期的に安全点検や訓練を
行っていく。

野菜の栽培やクッキングなどを通し
て、食べることの楽しさや大切さを実
感できる豊かな食の体験を積み重ね、
「食べたい」という意欲を育ててい
く。

４歳児 友達との関わりを深めながら、いろいろな活動に取り組む楽しさを味わう。

園の教育・保育目標 一人一人が輝くための保育を目指して～職員間の共通理解を深める～ ５歳児 生活や遊びの中で共通の目的を持って友達と協力しながら活動し、達成感や充実感を味わう。

令和６年４月１日現在

基本理念
乳幼児期が人格形成の基礎を培う重要な時期であることを踏まえ、子どもたちとの信頼関
係を十分に築き、健やかな成長が図れるよう家庭や地域と連携し、より良い教育･保育の環
境を創造する。

子どもの教育
及び保育目標

０歳児 一人一人の安定した生活リズムで気持ちよく過ごす。

１歳児 安心できる保育者との関係の下で、自分でしようとする気持ちが芽生える。

教育･保育目標 「心豊かにたくましく、未来を生きる力」を育む ２歳児（満３歳児） 基本的な運動機能が発達し、身の回りのことを自分でしようとする。

めざす子ども像

○仲良く元気に遊べる子・・・身近な人と十分に関わり、元気に体を動かすことを喜ぶ。
○思いやりのあるやさしい子・・・思いを伝え合い、相手の気持ちに気付く。
○自分で考えて行動する子・・・なぜ、どうしてという気持ちをもち、試し、やってみる。
○あきらめないで挑戦する子・・・見通しをもって活動に取り組み、最後までやり通そうとする。

３歳児 基本的な生活習慣を身に付け、保育者や友達と関わりながら遊ぶ楽しさを知る。

6
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東金市立正気こども園　　令和６年度　教育及び保育の内容に関する全体的な計画　（編集作成：園長　野老　知子）

表現

○友達と積極的に体を動かす活
　動に取り組み、みんなで一緒
　に遊ぶ充実感を味わう。

○危険な場や遊び方、災害時な
　どの行動の仕方が分かり、安
　全に気を付けて行動しようと
　する。

○生活や遊びに見通しをもって
　活動する。

○友達と共通の目的に向かって
　活動することの楽しさを味わ
　う。

○身近な環境に好奇心や探究
　心をもって関わり、いろいろ
　な遊びや生活に取り入れてい
　く。

○自分の考えを相手に伝えた
　り、友達の良さを認めたり、
　その考えを取り入れたりし
　ながら遊びを進めていく。

○友達とイメージを共有しなが
　ら、自分なりの動きや言葉な
　どで表現して遊ぶ楽しさを味
　わう。

研究テーマ

園内研究サブテーマ
「伸び伸びと遊ぶ正気っ子～語り合い・見せ合い・学
び合い～」のもと、正気こども園転換１年目の保育教
諭間の共通理解を図り研究を進めていく。

園内研究を通して話し合い・振り返り

園の自己評価

保護者及び地域の子育て家庭への支援

・地域との連携や交流を通し、園生活を豊かにす
ると共に、地域と共に子育てに取り組む体制の確
立に努める。

・地域における子育て支援のためのセンター的な
役割を果たす。（園庭開放にこにこルーム）

身近なも
のと関わ
り感性が

育つ

健やかに
伸び伸び
と育つ

身近な人
と気持ち
が通じ
合う

家庭との連携

小学校への円滑な接続に向けた教育・保育

地域との連携を大切にする教育・保育

・保護者が安心して相談できる雰囲気作りを心掛
け、子どもの育ちを一緒に考え家庭と連携した保
育の充実に努める。
・教育アンケートの結果を踏まえ，保育や園経営
の改善に努める。

・「幼児教育において育みたい資質・能力」と「幼児期の
終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえながら，小学校以
降の生活や学習の基礎を培い，小学校教育に滑らかにつな
いでいく。
・交流会を通じ，小学校を身近に感じる機会を作る。
・保幼小連絡会議等にて情報交換に努める。

生きる力を備えた幼児の育成

○体や病気について関心を持
　ち、健康的な生活に必要な習
　慣や態度を身に付けられるよ
　うにする。

○一人一人の成長を認め、それ
　ぞれが満足感や達成感を十分
　に味わえるようにする。

○体を使ったいろいろな遊びを
　楽しむ。

○保育者を仲立ちとしながら、
　友達と関わって遊び、みんな
　と一緒に楽しさを味わう。

○気の合う友達と遊びを進めて
　いく楽しさを味わう。

○異年齢児と関わることを楽し
　み、遊びを模倣したり、取り
　入れたりする。

○身近な自然・素材・空間など
　を自分なりに見立てて遊ぶ。

○いろいろな素材に触れて、そ
　の感触を楽しむ。

○活動を通して、遊びの中のい
　ろいろなきまりに気付いた
　り、必要な言葉を知ったりす
　る。

○感じたことや思ったことを保
　育者や友達に自分なりに表現
　する。

○全身を使って、いろいろな遊
　びに挑戦する。

○危険な場や遊び方などを知
　り、安全に気を付ける。

○気の合う友達とのつながりを
　深めながら、遊びを楽しむ。

○身近な環境の中で関心のある
　ものや年長児のしている遊び
　を、自分たちの遊びや生活の
　中に取り入れていく。

○いろいろな遊びの中で必要な
　ものを友達と一緒に考えた
　り、工夫したりしてつくり、
　遊びに生かして使う。

○保育者や気の合う友達の話を
　興味をもって聞いたり、自分
　の思っていることを話したり
　する。

○友達と一緒に、思ったことや
　感じたことを、様々な方法で
　表現する楽しさを味わう。

○基本的な生活習慣を身に付け
　られるように援助する。

○できることが増え、自分でや
　り通そうとするなど、自分の
　意志で生活しようとする気持
　ちを認め、成功体験を積み重
　ねていけるようにする。

○運動量が増し、活発に活動で
　きるように配慮する。

○一人一人が安心して自分の
　気持ちを表現し、自己肯定感
　をもち意欲的に活動できる
　ようにする。

・幼稚園からこども園へ転換され、日々の生活の仕方
から声を掛け合い、進めてきた。園内研究のテーマに
添い、職員会議、週指導計画会議、園内研修の場で、
一人一人の職員が思いを出し合い、実践、振り返り、
改善を重ね、共通理解を図ってきた。行事後の保護者
アンケートでは、子どもの成長が見ることができたと
評価していただいている。今後も子どもたちの健やか
な成長のために、研究を重ねていきたい思う。

評価方法

○十分に体を動かし、遊具や用具
　を使った簡単な遊びを楽しむ。

○簡単な身の回りのことを自分で
　しようとする。

○自我が芽生え、友達との関わり
　の中で簡単なルールがあること
　を知る。

○身の回りの様々なものに関わ
　り、好奇心を持つ。

○保育者を仲立ちとして、生活や
　遊びの中で簡単な言葉のやり取
　りを楽しむ。

○保育者や友達と一緒に、見立て
　・つもり遊びを楽しむ。

○一人一人の健康状態を把握し、
　快適な生活ができるようにす
　る。
○基本的生活習慣の自立に向け
　て、一人一人の状況に応じた援
　助をする。
○一人一人の発達段階を把握し、
　危険のないよう環境を整え、挑
　戦する行動を見守っていく。
○一人一人の気持ちを受け止め、
　共感し、信頼関係を深める中
　で、子どもが安心して気持ちを
　表すことができるようにする。
○様々な場面で現れる自我の育ち
　を丁寧に受け止め、見守ってい
　く。
○保育者とのつながりを基に、友
　達にも関心を広げ、関わり方を
　伝えながら一緒に遊ぶ楽しさが
　味わえるようにする。

年齢 ０歳児 １歳児 ２歳児（満３歳児）

○安全で清潔な環境を整える。
○運動機能が発達するため、子どもの行
　動範囲を十分把握し環境の安全に配慮
　する。
○一人一人の健康状態や生活リズムを把
　握し、快適に過ごせるようにする。
○不安や欲求を受け止め、スキンシップ
　を多く持ち、愛着関係を深め、安心し
　て過ごせるようにする。
○子どもが安心して自分の気持ちを伝え
　られるよう信頼関係を築いていく。
○保育者が仲立ちをしながら一緒に遊
　び、友達との触れ合いを楽しめるよう
　にする。
○自分でやりたいという気持ちを大切に
　し、意欲的に生活できるようにする。
○自我の芽生えを受け止めながら、心の
　動きや成長を知り安定して過ごせるよ
　うにする。

○運動機能が発達し、探索活動
　を楽しむ。

○簡単な身の回りのことなどに
　興味をもつ。

○保育者や友達に関心を持ち、
　真似をしたりして自ら関わろ
　うとする。

○身の回りの環境に興味や関心
　をもち、様々な遊びを楽し
　む。

○話し掛けややり取りの中で、
　声や言葉で気持ちを表そうと
　する。

○保育者と一緒に模倣遊びをし
　たり、リズムに合わせて体を
　動かしたりする。

健康

人間
関係

環境

言葉

生命の
保持

情緒の
安定

○安全で清潔な環境を整える。
○生理的欲求を満たし、心地よく
   過ごせるようにする。
○気温や湿度に留意しながら薄着
   の習慣を付け、丈夫な体づくり
   をしていけるようにする。
○スキンシップを多く持ち、安心
   して過ごせるようにする。
○信頼できる保育者と触れ合い、
   愛着関係を深め、心地よい生活
   を送れるようにする。
○ゆったりと過ごし、食事や睡眠
   などの生活リズムが整うように
   する。
○喃語や指さすものを理解し、子
   どもの気持ちに寄り添いながら
   応答していく。
○自分でやりたいという気持ちを
   大切にし、援助しながら満足感
   を感じられるようにする。
○信頼関係が深まる中で、安心し
   て自分の気持ちが伝えられるよ
   うにしていく。

○初歩的な運動機能が発達する。

○食欲・睡眠・排泄などの生理的
　欲求が満たされ、快適に過ご
　す。

○身近な保育者と過ごすことを喜
   ぶ。
　
○保育者の言葉掛けが分かり、自
　分の気持ちや欲求を片言や身振
　りで伝えようとする。

○保育者の声や表情に安心感を覚
   え、快・不快感を表す。

○身の回りの環境に興味を持ち、
　見たり、聞いたり、触れたりす
　る。

３歳児

養
　
 

護

教
育
及
び
保
育

●幼稚園：基本保育時間→9：00～14：00　 　＊預かり保育　14:00～16：00
●保育所：基本保育時間→7：30（8：00）～18：30（16:00）　 ＊延長保育時間→7:00～、～19:00
●認定こども園：基本保育時間→幼稚園的利用は幼稚園と、保育所的利用は保育所と同じ。
＊2歳児クラスでは、満3歳未満と満3歳以上の子どもが混在する中で一体的に教育及び保育が行われるという観点から、実際の教育
及び保育の現場においては月齢差を考慮した関わりと見通しを持って子どもと接する。

日々の園生活の連続性のなかで、発達等園児の実態に応じて必要なものを行事として行い、行事の運営観点を以下の5項目に分
類し実施する。
①その時々の子どもの発達や成長を知らせる役割　　　②親子の触れ合いを促す役割
③伝統文化を知らせる役割　　　④健康と安全を守る役割　　⑤保育を厚くする役割

・支援を要する園児について，必要な援助を探
り，全職員で同じ対応ができるようにする。
・関係機関との連携のもと，指導方法を学ぶ。

特に配慮すべき事項

発達の連続性に配慮した教育・保育 インクルーシブな教育・保育食育を推進する教育・保育一人一人を大切にする教育・保育
・全職員で園児の実態把握に努め，幼児理解をし
信頼関係を築いていく。
・保育教諭自身が柔軟な視点や思考を心がけ，園
児の発達を捉えた適切な環境構成を行い遊びをと
おして学びの芽を養う。
・自他の違いに気付き，互いに認め合い，一人一
人が大切な存在だと感じる心を育てる。

４歳児 ５歳児

・各学年において「幼児教育において育みたい資
質・能力」「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」を意識しながら，指導計画を立てていく。
・発達課題を踏まえた目標設定，実践，評価，改善
（PDCAサイクル）を積み重ねていく。

・食を通じて，健康な心と体を育て，自ら
健康で安全な生活をつくり出す力を養う。
　
・栽培活動を通して，食に関する意識を高
めていく。

教育課程・育ちの過程

令和6年４月１日現在

基本理念
乳幼児期が人格形成の基礎を培う重要な時期であることを踏まえ、子どもたちとの信頼関
係を十分に築き、健やかな成長が図れるよう家庭や地域と連携し、より良い教育･保育の環
境を創造する。

０歳児 一人一人の安定した生活リズムで気持ちよく過ごす。

１歳児 安心できる保育者との関係の下で、自分でしようとする気持ちが芽生える。

正気幼稚園の教育目標 伸び伸びと遊ぶ正気っ子　～語り合い・見せ合い・学び合い～ ５歳児 生活や遊びの中で共通の目的を持って友達と協力しながら活動し、達成感や充実感を味わう。

子どもの教育
及び保育目標

教育･保育目標 「心豊かにたくましく、未来を生きる力」を育む ２歳児（満３歳児） 基本的な運動機能が発達し、身の回りのことを自分でしようとする。

めざす子ども像

○仲良く元気に遊べる子・・・身近な人と十分に関わり、元気に体を動かすことを喜ぶ。
○思いやりのあるやさしい子・・・思いを伝え合い、相手の気持ちに気付く。
○自分で考えて行動する子・・・なぜ、どうしてという気持ちをもち、試し、やってみる。
○あきらめないで挑戦する子・・・見通しをもって活動に取り組み、最後までやり通そうとする。

３歳児 基本的な生活習慣を身に付け、保育者や友達と関わりながら遊ぶ楽しさを知る。

４歳児 友達との関わりを深めながら、いろいろな活動に取り組む楽しさを味わう。

行事のねらい

・年齢が小さな学年への世話，活動への招待な
どの思いやりの気持ち，年長児への憧れの気持
ちを持つなど，心の育ちに目を向け，計画的に
かかわりを深める場を設定していく。
・他学年の保育内容を担当学年にどのように活
かしていくのか，計画立案時に具体的な協議を
していく。

異年齢との関わりを大切にする教育・保育 子どもたちの健康と安全を守る教育・保育

・安全計画を基に全職員で共通理解を図るととも
に，月１回以上の避難訓練を実施し，緊急時に備え
る。また，実施後の反省をその後の訓練やマニュア
ルの見直しに活かしていく。
・全職員が日々の生活の中で安全に対する意識を持
ち，繰り返し指導にあたる。また，子ども自身にも
状況に応じた危険回避能力が身に付くよう指導を重
ねる。
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令和６年度  所内研修計画 
第２保育所 

市内保育所・こども園共通テーマ 
「生きる力を育む」 

  
昨年の反省・課題点 

◎多種多様な個性をもった子どもたち一人一人の思いに寄り添い、保育していく中で、自信や「やってみよ

う」という意欲へとつなげていくことを目指していたが、一人一人に寄り添っていくための人員の配置、職

員間の対話と連携の取り方、時間の有効活用、柔軟な考え方と臨機応変な対応の難しさを感じた。また、「や

ってみよう」という気持ちを引き出し、行動を起こすきっかけを作る一人一人に合った働きかけの難しさが

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜子どもの姿＞ 

・自分の思いをうまく言葉で伝えられず、言い争

いをしたり衝突したりすることがある。 

・基本的生活習慣が身についていないため、個別

対応が必要な子がいる。 

・興味をもって遊びを楽しんではいるものの継

続して遊ぶのが難しい。 

＜保育者の願い＞ 

・自分の思いを言葉にして友達と意見を出し合

い、協力し合って遊べるようになってほしい。 

・身の回りのことを自分でできるようになってほ

しい 

・自分のやりたい遊びを見つけて友達と関わりな

がら夢中になって遊べるようになってほしい。 

サブテーマ 
『個性に寄り添うことでうまれる環境構成と保育者の関わり』 

 

【仮説】 

・子どもの興味関心を探り、つぶや

き・子どもの声を拾いながら遊び

の環境を整えていくことで子ど

もたち自ら「やってみよう」「や

ってみたい」と取り組めるように

なっていくのではないだろうか。 

・園全体で子どもの姿や対応の仕

方を共通理解していくことで自

己肯定感が高まり、周り（友達の

姿など）に目を向けられるように

なり、様々なことへの意欲へとつ

ながっていくのではないだろう

か。 

 

【研究の手立て】 

・子どものつぶやきを見逃さずに子

どもの姿をよく観察し、その子な

りの楽しみ方・・過ごし方を尊重し

安心できる環境作りをしていく。 

・園全体で気持ちに寄り添った保育

をしていく中で小さなできた（成

功体験）を積み重ね、自信や「や

ってみよう」という意欲へと繋げ

ていく。 

・どんな遊びをしているかをホワイ

トボードに書き出し、盛り上がる

ためにはどんな環境が必要なの

か話し合っていく。 

【研究方法】 

・少人数のグループに分か

れ、子どもの姿・遊びから

保育者の心が動いた場面

の写真やエピソードをも

とに意見交換や共通理解

を図り環境の再構成をし

ていく。 

・巡回指導で助言を受け、反

省・改善点を話し合い見直

していく。 
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《石井先生の巡回指導を受けて》 

 

 

  

◎１回目（７月） 

〈幼児〉 

・自主性と主体性の違いの理解。子どもが話し合って何かを決めるのは主体性の第一歩である。 

・年長児を上手く取り込み遊びを発展させていけると良い。 

・子どもを信じ、やることを見守り、指示を出さない。困ったときに言い出せるように言っても大丈夫な関係

性を作る。 

・コーナーは必要だが何に興味があるのか、この行動にどんな意味があるのかをキャッチできるかがポイント

になる。 

〈乳児〉 

・３歳児との保育室が離れているので意図的に見に行く機会を作る。幼児へ行く子、部屋で遊ぶ子、気持ちを

尊重していて良い環境となっている。 

・ごっこ遊びを十分にさせて欲しい。（見立てられる工夫・用具、素材の準備）物足りなくなったら幼児のほ

うで混ざって遊ぶ。 

・給食は流れができている。今後は保育者が入れるようにし、一緒に声かけしながら食事が楽しくなるように

していく。 

・何かを見ている後ろ姿→興味をもって見ているか、観察学習をしているのか後ろ姿を大切にして欲しい。 

 観察→模倣→観察→模倣を繰り返しながら子どもは学んでいくため、学び中や観察中は他の活動に連れてい

くのはダメ。 

・喃語にも優しく答えていて子どもに寄り添っていた。 

・何かに夢中になっている背中の良さを保護者に発信してみては？ 

◎2回目（10月） 

〈幼児〉 

・「言ったら負け」大人の言葉かけ、伝え方に気をつけていく。声かけの引き出しをたくさん作っておくと良

い。 

・禁止・否定語は使わず、やっていい事を伝えていく。 

・モデルを示すのは良いが、手を出さずに共感したり、後ろ姿だけを見せたりしていく。 

・異年齢交流が自然とできていていい。 

・泥遊びで夢中になっている姿を保護者に伝えて楽しんでいたことを共有する。声かけを考えると共に活動

内容を知ってもらえるように発信していく。 

 

〈乳児〉 

・テラスなどを利用し、おやつの場所を変えて食べてはどうか？ 

・クラスに安心して遊ぶ子もいれば、ハロウィンごっこなど冒険に行く子もいてそれぞれの活動ができてい

てよい。 

・給食で苦手なものを食べる時、「一口だけ食べてみようね」ではなくもっと子どもが食べたいと思えるよう

な言葉をかける。 

・自分の部屋にも楽しめるものがあり、安心できる自分の居場所があるから外へ（部屋以外）へ出て行ける。 

・何が育っているか？何が必要か？を考え環境の再構成をしていく。 
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＜成果と課題＞ 

 

 

   成  果 課  題 

０
・
１
歳
児 

・個性に寄り添うことを意識することで子ども

の行動をよく観察し、一人一人に合った環境

構成をし、気になる行動を楽しめる遊びへと

変化させることができた。 

・きっかけは個人に向けた取り組みであった

が、周りの子どもたちと一緒に遊びを楽しむ

ことへ繋がり、クラス全体での遊びの充実に

繋がった。 

・一見マイナスに思える行動をプラスの活動へ

と変化させていくためには保育者間でいろ

いろな角度から考え話し合っていく必要が

ある。 

・年齢が低いと思いを言葉で表すことができな

いため、普段から信頼関係を築き、表情や仕

草の変化を見逃さず、保育者が思いを汲み取

る必要がある。 

２
歳
児 

・個性に寄り添う保育を考えていく中で、担

任間で子ども一人一人について考えるこ

とに繋がった。 

 

・興味のあることを楽しめるような環境を作

ることで、のびのびと色々なことに挑戦し

ようとする姿に繋がったのではないか。 

・個性に寄り添う保育を考える中で、『できな

いこと』を考えてしまうことが多くなって

しまった。好きなことなども伸ばせるよう

な環境作りを心掛けたい。 

・一人一人に寄り添うことを意識したこと

で、寄り添い切れていないと思う部分があ

ることがわかってきた。担任、他の職員な

ど色々な角度から個に対応していきたい。 

３
歳
児 

・担任間で話し合う機会を多くもつことで、 

 環境構成や子ども理解など共通理解を 

 しながら保育を進めていくことができた。 

・生活面では、自分でできたという経験を 

 積み重ねていけるように最小限の声掛け 

 で見守っていくことで自分から取り組め

るようになってきた。 

・できることは増えたが、まだ経験不足の 

 ことや個別対応が必要な場面が多いので、 

引き続き丁寧な関わりをしていくと共に、 

園全体で情報共有していくことが必要で 

ある。 

・遊びが見つからない子や遊び込めない子の 

 興味のあるものを取り入れたが、継続する 

 難しさを感じたので環境を工夫していく

必要がある。 

４
歳
児 

・個性に寄り添った環境を整えることで遊び

を見つけ、楽しむことが出来た。 

・保育者との一対一の関わりを意識的に持つ

ことで、友達と関わるきっかけになった。 

・子どもの興味関心を捉え、保育に取り入れ

た事で新たに興味を持つ姿や挑戦する姿

が見られ、その姿を認めたことで自信や意

欲に繋がった。 

・興味関心を引き出せたが、継続的に遊ぶ環

境構成や保育者の援助が難しかった。 

・子どもの姿にあった対応の仕方を担任間だ

けでなく、園全体で共有することの難しさ

を感じた。 

 

 

５
歳
児 

・子どもを信じて口を出しすぎず、見守るこ

との大切さを学べた。 

・子どもが気付けるように保育者がモデルと

なりやってみることで自分のやりたいも

のを選択することができた。 

・子どもに対しての声掛けを工夫するように

なった。 

 

•個々に応じた対応をするための人的環境

を整えること。 

・担任だけではなく、他の職員との情報共有

や子どもについて語り合うことが必要で

ある。 
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【１】 保育の実施運営・体制全般等に係る観点からの評価 

●子どもの最善の利益の考慮 

●組織としての基盤の整備 

●社会的責任の遂行 

●健康及び安全の管理 

●職員の資質向上 

子どもの最善の利益を考慮し、子ども主体を意識しながら保育を行ったが、

外部講師からの「自主性と主体性は違う」という言葉で、どのように子ど

もたちと関わることが子ども主体なのかを考える１年間となった。所内研

修や職員間の話し合いで、職員が活発に発言し互いの思いに気づくことが

できたことは、同じ方向を向き、より良い保育の展開につながった。昨年

度に続き、研修を受けた職員が中心となり、「子どもの人権に配慮した保育」

について語り合う場を設け安心安全な保育所でなければならないことを再

確認した。 

【２】 計画に基づく評価 

●全体的な計画 

●指導計画 

●週日案 

●個別支援計画 

市内共通カリキュラムを基に、全体的な計画、月指導計画（乳児）、週指導

計画を作成し、実践、振り返りをした。「個性に寄り添うことでうまれる環

境構成と保育者の関わり」をサブテーマに、子ども理解し、一人一人に合っ

た関わりや環境構成を行った。今年度“こうでなければならない”という思

いをやめ、子どもたちと運動会の内容を決めたことで、生き生きとした子ど

もたちの姿があり、子ども主体の行事になったことは保育者の学びとなっ

た。配慮の必要な子どもの個別支援計画を作成し、専門機関の助言を全職員

で共通理解しながら保育を進めた。 

【３】 家庭及び地域社会との連携や子育て支援に係る観点からの評価 

●入所する子どもの家庭との連携と子育て支援 

●地域の保護者に対する子育て支援  

●地域における連携交流 

クラスボードやドキュメンテーションを掲示するとともに、送迎時に保護者

と子どもの様子を伝え合いコミュニケーションをとることを心掛けた。ま

た、保育所だよりや通信の中で、保育所での子どもの様子や保育の意図等、

保護者へ発信し保育の可視化及び保育所理解に努めた。子育て電話相談の実

施を広報、ホームページに掲載したが利用はなかった。小中学校との連携と

して、小学生と年長児の交流会や職場体験等の受入れを実施した。また、プ

ルタブなどを集め、定期的に社会福祉事業団へ届け、地域とのつながりがで

きた。 

 

＜まとめ＞ 

昨年度は、子どもたちの個性に寄り添う保育をテーマに設定し、一人一人がやりたいことやできることを見極

めて保育していく大切さを学んだ。そこで今年度は、昨年度のテーマを継続しつつ、「環境構成と保育者の関わ

り」に焦点を絞りテーマを設定した。 

子ども一人一人に寄り添うことで、興味のある遊びを十分楽しめていない子どもの姿に気付くことができた。

意欲が高まるような環境設定や、遊びの発展を意識した環境の再構成をしていくと共に、保育者が遊びのきっか

けを作ったり、モデルとなったりして楽しさを知らせていくなど関わり方を工夫した。すると、興味のある遊び

に自分から取り組んだり、遊びを通して友達との関わりを広げたりする姿が見られるようになった。興味のある

ことを思う存分楽しむ中で新しいことに挑戦したり、意欲的に活動したりする姿が見られるようになり、その姿

を認めることで自信に繋がった。また、きっかけは個人に向けての取り組みであったが、クラス全体の遊びへと

発展した。保育者の関わり方においては見守ることが主体性に繋がったが、低年齢程見守るだけでなく、その子

に今何が必要か、どのような関わり方をすれば遊びが発展するのか、保育者の関わりが子どもの遊びに大きな影

響を与えることを学ぶことができた。 

 巡回指導で助言を受け、自主性と主体性を具体的に考えることや、言葉掛けの工夫、伝え方次第で子どもが自

ら考えて行動できるようになることも学びになった。「やってみよう」という気持ちを引き出し、行動を起こすき

っかけを作る働きかけができるよう保育者自身が知識や視野を広げていく必要があると実感した。また、子ども

たちが話し合いをする機会を作り、自分たちで決めて行動する経験を積むことが大切であると感じた。 

今回の研修で改めて子ども一人一人に目を向けることの大切さに気付き、環境構成や保育者の関わり方の工夫

で、子どもの自信や意欲が高まっていくのを実感できた。普段から子どものことについて語り合える場を大切に

し、園全体で一人一人に寄り添える保育を行うことを目指していきたい。 
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令和６年度 

 所内研修まとめ 

 

市立保育所・認定こども園共通テーマ 

「生きる力を育む」 

 

第３保育所サブテーマ 

「子どもの心の育ちを考える  

～ 子どもたちの想いを実現するために～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東金市立第３保育所 
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令和６年度 所内研修計画 

第３保育所 

市内保育所・こども園共通計画テーマ 

「生きる力を育む」 
 

昨年度サブテーマ「子どもの心の育ちを考える～人との関わりの中で～」から・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サブテーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜保育者の願い＞ 

・友達と一緒に生活や遊びを進める中で、自分の思いを出しながら良い関係が築けるようになって欲し

い。 

・様々な活動に興味をもち、挑戦して欲しい。 

・周りの様子や友達の思いに気付いたりするなど、自分で考えて行動できるようになって欲しい。 

子どもの心の育ちを考える～子どもたちの想いを実現するために～

～ 

＜昨年度の子どもの姿からの考察＞ 

・子どもが保育者に気持ちを受け入れられることで、自分を表現し、友達と一緒に遊ぶ楽しさを感じら

れるようになってきている。 

・異年齢交流の機会を増やしたことにより、年下の友達を思いやる気持ちが育まれていったように思

う。 

＜課題＞ 

・友達と一緒に遊ぶ中で、友達に対して強い言動になってしまい、トラブルに発展してしまうことがあ

る。 

・様々なことに興味をもつが、一つの遊びが継続しない。 

・友達とのトラブルの時や、次に何をするのかが分からない時など、保育者に頼ってしまい、自分達で

考えて行動しようとしない。 

【研究方法】 

・巡回指導での助言を受け、

保育の振り返りをし、反省

点や改善点を話し合い、見

直していく。 

・職員間で子どもの様子や遊

びの様子などを伝え合い、

共通理解を深めていく。 

・日常の保育での子どもの

姿、保育者の関わり、反

省、課題などを記録してい

く。 

【手立て】 

＜人的環境＞ 

・子どもたちへの声掛けの

仕方を変えてみる。 

・子ども一人一人の思いを

その時の場面ごとに拾い

上げられるようにする。 

・子どもたち自身が考える

機会を作っていく。 

＜物的環境＞ 

・様々な素材や道具を用意

し、やりたい遊びが実現

できるようにする。 

【仮説】 

・自分の気持ちを伝え、伝わ

る楽しさを積み重ねること

で、相手の話にも耳を傾け

られるようになり、互いに

思いを出し合える関係が気

付けるようになるだろう。 

・ありのままの姿を受け止め

たり、認めてもらったりす

ることで気持ちが安定し、

自ら様々な遊びに取り組む

ことができるだろう。 
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【伊藤先生巡回指導】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回 （５月３０日） 

＜乳児＞ 

・ままごとコーナーにて、安心できる保育者のそばで、子どもたちが落ち着いて遊んでいた。また、保育室の

環境が、０，１歳児に合っている。 

・一人一人の思いを拾い上げていくことが大切。子どもに対して共感的な言葉が多かったので良かった。 

・コーナーが充実していて、このコーナーではこの遊びができるというのが分かった。また、コーナーごとに

保育者の願いが伝わってきた。 

・異年齢交流も大切だが、安心できる保育者がここにいるからここで遊ぼうと言う気持ちも大切。 

＜幼児＞ 

・このコーナーではこの遊びができるというのが分かりやすかった。（子どもが継続して遊べる環境） 

・保育者は全体を見られる位置にいて、「目を配ってるよ」という気持ちが伝わるようにすると、子どもたちも

安心する。 

・戸外遊びのジュース屋さんを室内遊びでも取り入れていて良かった。 

・「片付けようね」の声を掛けたら片付けが終わった後に、認めてあげる声を掛けてあげると良い。 

・一つの遊びが継続しないと言うが、今日見るとほとんどの子が各コーナーに行って遊んでいた。飽きてくる

と園庭の真ん中に集まってくるので、今後そこに注目してみると良い。 

・色々なコーナーを転々としていたら、その子が集中して遊べるようにもう一つコーナーがあると良い。 

・今後ジュース屋さんはお客さんが来てカフェなどができたら良い。作業台が狭く、「狭いからやめよう」と思

う子もいると思うので、作業台を広げると良い。 

・砂場は長いホースを使用し、子どもたちが水を使いやすいようにしてあり良かった。 

＜全体＞ 

・遊びが継続できるようになると心の育ちになる。 

・遊びが面白いと喧嘩をしなくなる。 

 
第２回 (10 月 10 日) 

＜乳児＞ 

・動きのある遊びと静かに遊べるスペースがあって良い。また、０，１歳児の保育室には、ままごとコーナー

がないことがあるが、設定されてあり良かった。入所した時から卒園するまで、ままごと遊びが出来るのは

良いことである。 

・前年度の子どもの姿から、今年度も遊びを考えていて良かった。 

・写真付きで片付ける場所が分かりやすくなっていたり、好きな遊びが落ち着いて楽しめていた。 

・日頃の遊びが運動会に繋がったようで良かった。 

・手作り玩具が充実している。その中で、既製品も取り入れながら工夫が見られる。 

・子どもの年齢に合った遊びを楽しんでいる。 

・買い物ごっこは魅力的なので、他の年齢の子も遊びに来ている。異年齢交流が見られて良かった。 

・乳児全体では、発達、子どもの思いに合った保育室になっている。 

＜幼児組＞ 

・保育室での職員の立ち位置は、動き回らず、遊びを見守っていることが良かった。 

・コーナーが充実していて、隣のクラスを行き来しながら楽しんでいて良かった。 

・職員同士で子どもたちの良い所を情報交換していくと良いと思う。 

【担任からの質問】 

・強く自分の気持ちを伝えてしまう子への対応はどうしたらいいのか？ 

  回答…職員が子どものに強く言われた時に、言われて嫌だった気持ちを伝える。 

・ブロック、LaQ など作った物を壊してしまう子がいるので、いろいろな工夫はしているが、飾っておくこ

とが難しい。 

  回答…壊されてしまう子が、隣のクラスで落ち着いて好きな遊びをし、作ったものを飾っておける環境

ができているので、それで良いのではないか。 

・友達同士のトラブルの対応 

  回答…気持ちを表現できない子は、保育者が代弁してあげる。次に自分で相手に伝える。できたら、そ

の気持ちを認めてあげる。 

＜全体＞ 

・室内外で遊びが充実し、楽しんでいる様子が見られた。 

・ホールのダンスコーナーは、全ての年齢の子が踊っている姿が見られ良かった。その中で、子ども同士で学

び、感じ合っている。年上の子を真似しているだけではなく、年下の子が頑張っている姿を見ていたりする。 

・第３保育所での規模で出来ることを十分にやっている。また、職員が一人一人の気持ちを大事にしたいこと

も伝わってきた。 
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 成果 課題 

0，１歳児 ・異年齢交流を通し、「何をしているのかな？」

「やってみたいな」と幼児の遊びに興味を持

ち、真似をして挑戦する姿がでてきた。０，

１歳児だから「できない」ではなく、安全に

危険のないよう、職員間で連携をとり、「やっ

てみたい」という気持ちを拾い上げ、受け止

めて経験させていくことで、０，１歳児なり

にいろいろなことに挑戦する姿が見られるよ

うになってきた。 

・友達と関わって遊ぶ姿が増えてきたが、友達

の輪の中にうまく入れず、一方的に玩具を取

ったり、噛みついたりし、遊びが中断し、友

達が離れていっってしまうことがある。「邪

魔されずに遊びたい」「仲間に入りたい」な

ど、子どもたちの想いを実現できるように保

育者が気持ちを受け止め、仲立ちとなり、一

人一人が楽しく遊べるようにしていきたい。 

2 歳児 ・個々に好きな遊びを楽しんでいたが、異年齢

交流ができる機会を増やしていったことで、

様々なことに興味、関心をもち「これがやり

たい」など子どもたちから意見が出るように

なってきた。また、意見を取り入れて遊びが

広がっていった。 

・友達との関わりが増える中で、トラブルも多

くなったが、相手の気持ちに気付き、優しく

声を掛ける姿も見られるようになってきた。 

・様々なことに興味、関心をもって「これがや

りたい」と言ったことを実現していきたい

が、安全面などから難しい場合もあるので、

年齢に合った方法で実現できるようにして

いきたい。 

・友達との関わりの中で、自分の思いを通そう

とする姿も見られるので、相手の気持ちに気

付けるよう、一人一人丁寧に関わり方を知ら

せていきたい。 

３，４，５ 

歳児 

ひまわり組 

・集団で体を動かす遊びや、友達との関わりを

意識した遊びを経験していくことで、子ども

同士でのやり取りが増え、自分の思いを伝え

たり、相手の思いに気付けるようになってき

た。また、周りを意識できるようになったこ

とで、生活面においても、見通しをもって自

分から行動できるようになってきた。 

・他クラスや異年齢児との交流が活発になり、

異年齢児に関心をもち、優しく接する姿が見

られるようになってきた。 

・話し合いや遊びの中で、互いの思いを伝えら

れるようになってきたが、口調が強かった

り、なかなか自分の気持ちに折り合いが付け

られない子が多いので、伝え方や解決の仕方

を子ども同士で見つけられるようにしてい

きたい。 

・継続して遊びを楽しみ、発展させていくとい

う経験がなかなかできなかった。作った作品

を壊されることのない、子どもたちの発想を

形にしやすい環境作りを心掛けていきたい。 

３，４，５ 

歳児 

さくら組 

・子どもが今興味があることを遊びのなかに取

り入れることはできないかを考え、遊びのコ

ーナ－作りを行ってきた。アイス屋さん・ピ

ザ屋さんごっこでは、クラスでの遊びから広

まり、キッチンカ－を作り販売しに行くこと

で、異年齢児との関わりがもて、子どもたち

主体で遊べるようになったと感じる。子ども

たちの意見を尊重して保育することの大切さ

を実感した。 

・好きな遊びを友達と一緒に楽しむ姿が見ら

れるようになってきているが、友達との意見

の言い争いも見られるようになってきてい

る。お互いの気持ちを伝えあう場面を見守

り、子どもたちで解決していける場面をたく

さん作っていきたいと思う。 

・遊びながら、感情を表現しながら成長に繋が

っていけるように援助していこうと思う。 

【成果と課題】 
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【１】 保育の実施運営・体制全般等に係る観点からの評価 

●子どもの最善の利益の考慮 

●組織としての基盤の整備 

●社会的責任の遂行 

●健康及び安全の管理 

●職員の資質向上 

子どもの最善の利益を考慮し、一人一人の人格を尊重し、寄

り添いながら、「やってみたい」と思うことを受け止め、実現

できるよう職員間で話し合い取り組んだ。異年齢交流が盛んに

なる中で、安全面には十分注意を払い、職員間で連携して対応

していくことができた。所内研修をはじめ、様々な研修から得

た情報を回覧し共有することで、職員の資質向上につながっ

た。 

【２】 計画に基づく評価 

●全体的な計画 

●指導計画 

●週日案 

●個別支援計画 

 共通カリキュラムを基に、全体的な計画、乳児組月指導計画、

週指導計画を作成し実践した。毎週、週案会議において、子ど

もたちの様子などを伝え合い、反省し、次の実践につなぐよう

にした。所内研修を通して共通理解が深まり、異年齢交流も活

発に行われ、遊びも充実し、子どもたちの心の育ちにつながっ

た。また、配慮が必要な子どもの個別指導計画を４期に分け作

成し、個々の発達に合わせた支援を行う事ができた。 

【３】 家庭及び地域社会との連携や子育て支援に係る観点からの評価 

●入所する子どもの家庭との

連携と子育て支援 

●地域の保護者に対する子育

て支援 

●地域における連携交流 

 送迎時に保護者との対話を大切に、子どもの様子を伝え合

い、コミュニケーションを図っている。ドキュメンテーション

の掲示や保育所だよりの中で、保育所の様子を保護者へ発信

し、子どもたちの成長を共有した。アンケートを実施し、子育

ての悩みなどを拾い上げ、希望者には個別面談を実施した。地

域においては、積極的な交流は出来ていないが、地域コミュニ

ティーセンターの掲示板を活用し、保育所の様子などを発信し

た。 

 

 

 

 ＜＜まとめ＞＞ 

   人との関わりから心の育ちを考え取り組んでいく中で、友達に対しての強い言動、遊びが継続しな

い、自分で考えようとせず、保育者に答えを求めるなどの課題が出てきた。また、本当に自分の思い

を出せているのかという疑問も出てきたことから、保育者が働きかけの仕方を工夫し、子ども自身が

考える機会を作り、一人一人の気持ちに寄り添うことを意識して保育してきた。 

職員間で連携をとり、自分の遊びたいクラスへ遊びに行ける環境作りをしたことで、自然と異年齢

交流が活発になり、異年齢児への関心が深まったり、優しく接する姿が見られたりするようになった。

クラスの壁なく、気の合う友達と好きな遊びに継続して取り組み、イメージを広げることができたの

は、今年度の取り組みの大きな成果だと思う。 

子どもたちの想いを実現するため、保育者が子どもたちの想いを聞いたり、友達と意見を出し合っ

たりする機会を作っていく中で、自分の思いが通らず葛藤する姿や強い言動からトラブルとなる場合

も多く見られた。その姿を保育者が認めながら解決方法を話し合い、じっくりと向き合っていくこと

で、相手の思いにも気付けるようになってきた。しかし、自分の気持ちに折り合いがつけられないこ

ともまだ多いため、自分の思いを出しながら、友達と良い関係を築くにはどうしたらいいのか、子ど

もたちと保育者が一緒に考えながら、見つけていけるよう援助していきたいと思う。 

所内研修を通して、保育を振り返り、反省・共通・改善することは、職員の連携にも繋がっていた

ので、引き続きより子どもに寄り添った保育を一人一人が意識し、取り組んでいきたい。 
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令和６年度 

園内研修まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内保育所・こども園共通テーマ 

「生きる力を育む」 

サブテーマ 「やってみたい」をやってみよう 

 ～つながりから広がる遊び～ 

 

豊成こども園 
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令和６年度 園内研修計画 

                       豊成こども園 

市内保育所・こども園共通テーマ「生きる力を育む」 
☆昨年度のサブテーマから… 

・保育者が意識的に異年齢交流の場を整えたり、積極的に他年齢の子どもたちに関わっていったりしたことで、

子どもたち同士の自然な関わりが多く見られるようになった。研修を通して、自分から交流をもつことが難し

い子への援助、保育者間の共通理解、意識の共有、人的な環境の大切さも実感した。今年度は、異年齢交流で

深まってきた子どもたちのつながりを活かし、更なる遊びの充実を目指していく。 

 

☆子どもの姿                     ☆保育者の願い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆仮説 

 

 

 

 

 

 

 
☆手だて 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

☆研究方法 

 

 

 

 

サブテーマ 「やってみたい」をやってみよう 

     ～つながりから広がる遊び～ 

・異年齢の子との関わり、身近な友達の姿がいろいろな遊びへの興味関心につながり、「やってみたい」とい

う気持ちにつながるのではないか。 

・遊びを選べる環境、失敗してもくり返し挑戦できる環境を整えていくことで、やってみようという意欲につ

ながるのではないか。 

・職員間で遊びの経過を共有し、一人一人の取り組みや今後の展開等、共通の意識をもって援助できるように

することで、より遊びが発展していくのではないか。 

 

 

・週案会議を活用して、（月１回会計年度任用職員も参加する）室内戸外の遊びの様子や経過を話し合い報告

することで、共有し環境の見直しや活動内容について話し合う。 

・子どもたちの遊びの経過や発展した様子などを写真に撮り、記録する。 

・巡回指導での助言を受け、改善点や反省点を話し合い見直していく。 

・徐々に園生活に慣れ、好きな遊びを楽しみ、年上児

との関わりも増えてきた。 

・新しい環境に慣れ、制作ややってみたい遊びを友

達の姿を見て、楽しむ姿が見られるようになって

きている。 

・やりたいと思う遊びや活動はあっても、自分の思

いばかりを一方的に伝えてくる子が多く、遊びが

進まない。 

 

・異年齢児の姿を見て、様々なことに挑戦してほし

い。 

・自分のクラスだけでなく、様々なクラスの遊びを

見て、刺激を受けやってみたいを見つけてほし

い。 

・友達と思いを共有し考えたり挑戦したりする中

で、共通の目的に向かって取り組めるようになっ

てほしい。 

「やってみよう」へ 

・必要な素材や道具を揃える 

・じっくり遊べる時間と場の

確保 遊びの充実 

・異年齢の交流 

・新しい遊びへの意欲 

・新しい興味、関心 

・更なる遊びの発展 

 

職員間の連携 

・職員の共通認識 

・遊びの記録 

・環境の見直し 

「やってみたい」を見つけよう 

・やりたい遊び 

・個々のペースに合わせた遊び 

・他クラスとの遊びの共有 
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石井先生巡回指導 

第１回目（９月９日） 

○良かった点 

・異年齢児が自然と混ざり合って遊べていた。 

・４歳児の恐竜ワールドには、子どもらしさが残っていて良かった。 

・廊下を使用してガンガン遊んでいて、すごくいい。 

・電車やウーバーイーツで異年齢のやり取りができている。 

・上から吊るしてある、ジンベイザメやたこ、カラーポリのシートの高さを変えられるのは 

いい。 

・全体的に楽しむコーナーがいっぱいあり、保育室だけでなく廊下も利用して全園児が同じ 

空間で遊べており、観察・模倣行動も引き出せていて良かった。 

○課題 

 ・子どもだけでは、アイディアがでてこないと思うので、大人がモデルになって一緒にやりな

がら最終的には子どもに任せるとよい。 

・子どもの実体験を（お金・携帯電話での電子決済・タブレットでの注文など）どのようにお

店屋さんごっことして、リアルを子どもたちが表現できるようにしていくか。 

  

 

 

 

 

 

第２回目（１１月２７日） 

○良かった点 

 ・異年齢で自由に行き来して遊んでいる姿が魅力的で良かった。 

 ・あらかじめ用意（意図）された環境の中に、主体的に入っていくことが出来ていて、小さい

子も自己選択・自己決定できていた。 

 ・前回の巡回指導から３か月経つが、その時より遊びが増えている。 

くり返しながら保たれていて（飽きている子もいるが…）継続して遊びが続いている。 

 ・大人が作業する姿をどうみられているかを意識し、子どもに後ろ姿を見せることで、子ども

がカッコイイと思えるようなモデルとなっていた。 

○課題 

 ・大人のモデルも必要であり、コーナーに物があるだけでは盛り上がらないので、盛り上げる

ためには 5歳児が必須であり、どうつなげていくかが課題である。 

 ・１つのヒントとして、ごっこ遊びの充実。もう１つは、絵本や図鑑、お話を作ってみるのも

いいと思う。ごっこ遊びと合わせて、ストーリーを載せてみてもなおいいと思う。 
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〇園内研修の成果と課題 

 成果 課題 

乳児 

・全ての遊びを全園児が楽しめたことで、年上の子

が年下の子の見本となっていた。 

・異年齢交流を多く取り入れたことで、もも組児が

幼児クラスやホールへ行くことにも抵抗がなく、

関わりが増えてよかった。 

・幼児組のお店屋さんごっこに参加したことで、自

クラスでのごっこ遊びも盛り上がった。 

・幼児組からの発信を受け、乳児（もも組）なりに

簡単な作ったものを販売できたら良かったので

はないか。（小さい子からの発信） 

・室内だけでなく、戸外遊びも興味をもつものが多

く、よく遊ぶ姿があるが、幼児との時間が合わな

いことが多かったので一緒にキャンプで遊ぶ機

会が少なかった。もう少し戸外で遊ぶ時間をず

らしても良かったのではないだろうか。 

幼児 

・自ら選んで遊べる環境を整えたことで、３歳児で

も自分でやりたい遊びを見つけ準備をして遊び

込めるようになった。4、5歳児の姿を見て一緒

に遊ぶ中での学びがあった。 

・幼児組の各クラスで始まった廃材制作が廊下や

ホールに広がり、異年齢交流が深まった。 

・「○○やりたい」という声が子どもから聞こえる

ことが増えた。 

・異年齢で遊ぶ時間や環境作りは引き続き行いい

ろいろな遊びに興味、関心をもてるようにして

いく。 

・環境が整っているのはいいことだが、常に物（素

材）があることで、目的もなく廃材が無駄になる

こともある。丁寧に使い方を伝えることが必要

である。 

全体 

・園のサブテーマを全職員が共通理解をし、子ども

主体の保育を進めていくことで、子ども発信の遊

びの展開ができた。 

・子どもたちの遊びをよく観察し、次にどのような

ものが必要か、子どもたちの成長・発達に応じた

環境を整えたことで、夢中で遊ぶ姿が増えた。 

・園全体で遊びの共有を図ってきたことで、良い刺

激となり更なる遊びの発展へと繋がった。「やっ

てみたい」と思ったことに挑戦する意欲が育って

きた。 

 

・自然がある環境が園外にあることで、自園の園庭

を活かしきれなかった。園庭を活かした環境作

りを今後考えていきたい。 

・異年齢での交流が深まってきているので、存分に

楽しめる環境を整え、各クラスどこでも遊べる

ような、関係、関わり、室内環境を用意できたら

よいのではないか。 

・職員間の遊びの共有を図り、室内だけではなく、

戸外でもどんな遊びやコーナーを設定するかを

話し合い展開していく必要がある。 
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【１】保育の実施運営・体制全般等に係る観点からの評価 

●子どもの最善の利益の考慮 

●組織としての基盤の整備 

●社会的責任の遂行 

●健康及び安全の管理 

●職員の資質向上 

保育者は、子ども一人一人の「やってみたい」気持ちが実
現できるように保育環境を整え、さりげない声かけや見守
りの中で、学年を問わず遊びが展開できるように取り組ん
だ。その場面で様々な経験をしながら、次はこうしてみよ
うと考えることができるようにした。外部講師よりアドバ
イスをいただき、園内研修にて、職員全体で保育の振り返
りや意見交換等をし、共通理解を図っていった。 

【２】計画に基づく評価 

●全体的な計画 

●指導計画 

●週日案 

●個別支援計画 

保育理念、教育保育目標、共通カリキュラムをもとに、一
人一人の子どもの様子や個性を捉えながら、全体的な計
画、月指導計画、週指導計画、個別支援計画を作成し、保
育に取り組んだ。自園のテーマ『「やってみたい」をやっ
てみよう』に沿って、環境設定や環境の再構成を考えてい
った。自クラスの枠を超えて、自分の遊びたいところにい
って楽しみながら、自然と異年齢交流を持ち、その中で、
様々な感情を感じながら、相手を思いやる気持ちを育んで
いたのではないかと思う。 

【３】家庭及び地域社会との連携や子育て支援に係る観点からの評価 

●入園する子どもの家庭との連

携と子育て支援 

●地域の保護者に対する子育て

支援 

●地域における連携交流 

クラスボードやドキュメンテーションを掲示し、保育の可視
化に努め、保護者が安心して子どもを託せるように心がけた。
月２～４回の園庭開放を実施し、利用者も多く個々の子育て
支援、相談に応じた。小学校との交流会を２回行ったり、食
生活改善会による「手洗い教室」に参加したり、地域の方
のご厚意により、チューリップ畑やイチョウ畑の散策をさ
せていただき、園ではできない体験をすることができた。 

 
〇まとめ 

 昨年度は、異年齢交流、友達との関わりの中で見える子どもたちの姿をサブテーマとして研究を進めて

きた中で、自分から交流をもつことが難しい子への援助や「保育者間の共通理解」「意識の共有」「人的な

環境の大切さ」を実感したとの事例から、今年度は異年齢交流が深まってきている子どもたちのつながり

を活かし、「やってみたい」をやってみよう～つながりから広がる遊び～をサブテーマとして、さらなる

遊びの充実を目指していこうと研修を進めていった。 

 研修では、「やってみたい」の気持ちがもてるような環境、環境を整えたその後の様子、子どもの姿、

保育者の関わり方、異年齢の交流、そこから見えたつながり、振り返り、アドバイス等を３グループに分

かれて話し合う。各グループで選んだ写真を読み取り付箋を色分けして書き出し、子どもの姿から繋がる

遊びや工夫したことなどを話し合ってきた。 

自クラスでの遊びが盛り上がっていき、ホールや廊下へ飛び出し、お店屋さんごっこから屋台へ、新幹

線・電車から宇宙船、ピザ作りからウーバーイーツ、バーベキュー・キャンプごっこなどの遊びに展開し

ていき、異年齢でも関わりながら一緒に遊んでいく中で、小さい子に対して優しく接する姿や年上児の姿

を見て真似をするなどの姿も見られるようになった。室内だけでなく、戸外でも同じように遊べる環境を

整えたことで、「やってみたい」をみつけて「やってみよう」に変わり、遊びをくり返し継続させ、新し

い遊びになったり発展したりしていく姿も見られるようになってきている。また、いつでも自分たちで用

意して遊べるように環境設定したことで、自分たちで考えて準備して遊ぶことができるようにもなり、

様々な場面で遊びが広がっていったのではないだろうか。このことから子どもたちの「やってみたい」意

欲を引き出していくためには、職員同士の連携や共通理解が必要不可欠であり、そうした関係性の大切さ

を改めて感じつつ続けていきたいと思う。今年度の様々な遊びを経験してきたが、まだ遊び込めていない

部分もみられる。引き続き「やってみたい」をやってみようとする子どもの思いを大切に保育を進めてい

きたい。 
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令和６年度 

園内研修まとめ 

 

共通テーマ「生きる力を育む」 

 

サブテーマ「園の周辺の楽しい場所を探してみよう！」 
 

東金市立福岡こども園 
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令和６年度  園内研修計画 

  

【仮説】 
・地域の環境に目を向けて

いくことで新たな場所を

発見できるのではないか。 

・子ども主体の活動を通し

て、自分で考えて遊びを進

めたり友達とも関わりを

深めたりすることで自信

や達成感へつながるので

はないか。 

・協力して何かをなしとげ

力を合わせていくことで、 

 関りが深まっていくので

はないか。 

 

【手立て】 
・散歩に行く機会を週一回 

 作っていく。 

 (季節や気温に応じて) 

・子どもの気づきや発見を 

 受け止め、散歩に行く場所や

持って行く物を決めていく。 

・年長児を中心に散歩マップを

作成していく。 

・保護者にもドキュメンテーシ

ョンを掲示し発信していく。 

 

【研究方法】 
・園内研修の中で、散歩の様

子や場所の確認をし、作成

したドキュメンテーショ

ンをもとに、情報交換を行

い、職員間での共通理解を

図っていく。 

・巡回指導での助言を受け、

反省・改善点を話し合い、

課題の見直しをしていく。 

 

サブテーマ  「園の周辺の楽しい場所を探してみよう！」   

～自然を通して様々な体験を楽しもう～ 

 

・自分達の地域に愛着や興味をもってほしい。 

・豊かな自然の中で、五感を豊かに育んでほしい。 

・自然で体験した不思議さや面白さを、学びにつなげてほしい。 

 

 

 

4 月当初、昨年度から散歩に出掛けているぶらんこ森に幼児組で行ったところ、水没していて遊ぶことが 

できなかった。がっかりした様子の子ども達にどうしたらよいかなげかけてみたところ、「違うところにいっ

てみたい！」という子どもからの声が上がった。そこで、いつもと違う場所に足を伸ばしていくと、自分達

なりに新しい場所を発見したり遊ぼうとしたりする姿が見られ、年長児を中心に「もっと楽しい所に行きた

い」と声が上がり、楽しい場所を見つける探検が始まった。 

 

 

 園の周辺が自然豊かな福岡こども園。昨年、自然の中を散歩していると空き地を偶然見つけ「ぶらんこ森」

と年長児が名付けた。その後も遊びに行く機会を作っていくと、整地されていない自然の中で様々な体験が

でき、自然の面白さや時には怖さを身をもって感じ、子ども自身の学びへとつながってきている。散歩を通

し自然と異年齢交流も増え、関わりを深めながら遊びを楽しんでいる姿が見られた。また、子ども自身で考

える力が身についてきており、子どもが主体となって活動できるようになってきた。 

 

市内保育所・こども園共通テーマ 

「生きる力を育む」 
 

福岡こども園 

 

昨年度の子どもの姿から･･･ 

今年度ぶらんこ森に行ったところ･･･ 
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●第１回巡回指導を受けて（６月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第２回巡回指導（１１月）             助言を受けての変化（〇） 今後の課題（☆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【乳児】 

・園庭を贅沢に使い、伸び伸びと遊べていて良かった。 

☆乳児の様々な経験が幼児の成長の土台となっていく。乳児から発達の連続性を意識することが大事。 

・園庭でのカマキリの観察をする場面では、虫が教材となり遊びにつながっていて良かった。 

→触れないが興味がある子に対して、虫メガネがあると触らなくても観察できる活動となる。 

 →虫が苦手な子が多いため、保育者が意図的に触れるような経験を作ってあげるとよい。 

・外で遊ぶ子が減っている。保育現場で自然に触れられる経験を増やしてあげることが大事である。 

・散歩に無理に行かなくても、戸外で体力が作られ、風を感じることができているならば良いと思う。 

 今楽しんでいることを、十分に楽しむことが大事。 

 

【幼児】 

・散歩で行った『ぶらんこ森』では、アクティブな動きのある遊びと制作などの静かにじっくりできる

遊びが設定されていた。何種類もの遊びの設定が、子ども達の散歩へ行くきっかけとなっていた。 

→子どもの姿を見て、どういった環境にしていくのかどのような展開ができるか続けていくとよい。 

〇お散歩マップが作成され、危険な箇所や遊びの設定など職員間で共有できていて良かった。 

→保護者も含めて全員の共通理解があり、協力や信頼関係でできている活動。子どもの育ちにつなが 

 ることがたくさんある森だと思う。 

・自然活動は不必要なケンカが起きない。子どもの情緒の安定の面にも、とても良い活動である。 

☆じっくり遊びたい子に対して、メジャーで長さを計ったり重さを量ったりする道具があるとよい。 

 虫メガネや観察器は、本物をみる体験ができ自然のおもしろさや不思議につながる。 

☆五感を豊かにするために、もっと楽しめる方法があると思う。 

 →感触、目で見て感じる、音を聞いてみる、匂い。 

 →録音(風、鳥の鳴き声)、子どもが絵を描き見た景色を残す。など。 

  

 

【園の特徴、良い点】 

・園の回りの環境が自然豊かであり、子どもにとっても発見が多く、魅力的な場所で恵まれている。 

福岡こども園の特色であり強みである。この環境を活かしてほしい。 

・今年度のサブテーマにつながっていて良い。 

・園周辺の交通量が少なく、子どもが安全に歩きやすい環境だった。 

 

【幼児】 

・散歩で行った『浅間神社』の切り株ジャンプでは、「危ないよ」と大人が静止する声が少なく 

 伸び伸びと遊べていて、最後まで途切れず遊び込めていた。 

 →どこに何の魅力があるのか拠点を探すと良い。遊びが展開しそうな場所を予想しておく。 

・ザリガニ釣りでは、楽しそうな保育者の姿がモデルとなっていて子ども達に楽しさが伝わっていた。 

【乳児】 

・保育者の目が届く場所で、離れていても安心して遊べていた。 

・砂遊びの場面では、寄り添う保育者がいて、子どもの遊びの姿を認めてあげるとよかった。 

 →認めてあげることで、遊びが広がり子どもの自信へとつながる。 

【今後の課題・検討事項】 

・散歩に行きたくない子への対応→散歩先でも好きな遊びを設定(どんぐり拾い、自然物制作、等) 

・安全面や人員配置→散歩の下見や、危険なところを把握し、様々なことを想定していく。 

・散歩の目的→歩くだけではなく、何をしに行くのか明確にしていく。必要な道具は何か。 
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●園内研修の成果と課題 

 

 成  果 課  題 

乳 

児 

・園内でも自然にたくさん触れ、自然のおもし

ろさ、不思議を体験しながら伸び伸びと遊ぶ

ことができた。(草花、虫、風、雨、日差し) 

 また、自然に触れる経験を重ねる中で、自分

で身近な自然を発見できるようになってき

ている。 

・体力面では、平ではない道を歩くことで自分

でも歩き方や進み方を工夫する姿が見られ、 

 脚力が成長してきたと感じる。 

 

 

・園外となると安全面を考え、躊躇してしまう。 

 身近な自然にも目を向け、年齢に合った自然と

の触れ合いを意識して、保育に活かしていきた

い。 

・散歩に行く際は、安全確保のため事前準備(季節

に応じての遊びの変化、天候、不測の事態など) 

 を行っていく必要がある。 

・伸び伸びと自由に遊ぶ中でも、遊び方の約束事

を職員間で確認し合い、情報を共有していく。 

幼 

児 

・散歩マップ(危険個所、遊びの設定、職員配置)

の情報を共有することで連携がとりやすく、

職員同士の会話が自然と増え、職員間の雰囲

気も良くなった。 

・年間を通して散歩に行くことで、園内では見

られない自然に触れたり、季節ごとに変わる

自然の変化やおもしろさに気がついたりす

ることができた。 

・散歩先で拾った自然物を、制作コーナーで使

い、タペストリーやペンダント作りなど遊び

の継続にもつながった。 

・園での活動だけではなく、休みの日もぶらん

こ森に遊びに行く家庭が増えてきた。子ども

達の遊びが園でも家庭でもつづき、保護者と

も遊びを共有することができ、話題の一つに

なった。 

 

・同じ散歩先でも経験を重ねるごとに遊びが変

化し、動きもダイナミックになっているため、

日頃から話し合いを行い、危険の予測をしてい

くことが必要である。子ども達にも道具の使い

方や遊び方の約束事などを、再度確認をしてい

きたい。 

・ぶらんこ森の管理が職員だけでは難しいため、

今後も遊ぶには活動を工夫したり、新しい場所

を開拓したりと、考えていく必要がある。 

・自然を通して子どもの育ちを豊かにするため

に、五感で味わい楽しめるような遊びの工夫を 

 していきたい。 

全 

体 

・遊びの様子を写真のみで掲示し、後日その写

真を使ってドキュメンテーションを職員で

集まり作成した。作成にあたり、情報交換や

共有をすることで、見えないところで遊んで

いる園児の様子を把握、危険個所や次の遊び

の方向性などを確認することができた。 

 また、ドキュメンテーション作成の時間が楽

しい時間となった。 

・保育者が子どもと一緒に自然に触れ、様々な

ことを体験したことで、改めて自然の心地よ

さや偉大さを感じることができ、自然の美し

さを共有できたことは良かった。 

・園周辺の楽しい場所を探すことができた。子

ども達が主体となって楽しい場所を探すこ

とで、地域に愛着や興味がもてるようになり

地域の方との交流も広がった。 

・季節や気温に応じて、散歩に行くことは難しい

ため、園内でも自然と関わって遊べる工夫をし

十分に楽しめる環境作りを行っていく。 

・保護者にもドキュメンテーションを掲示し発

信したことで子どもや遊びの様子を伝えあう

ことができたが、保護者にも実際に体験しても

らうことで、より理解を深められると考える。 

・危険だと予想されることを、どこまで制限して

見極めていくのか難しい。子どものやってみた

いという気持ちを大切にしながら、楽しく安全

に遊べるよう、引き続き職員間で共通理解を図

っていきたい。 
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【１】 保育の実施運営・体制全般等に係る観点からの評価 

●子どもの最善の利益の考慮 

●組織としての基盤の整備 

●社会的責任の遂行 

●健康及び安全の管理 

●職員の資質向上 

子どもの最善の利益を考慮し、一人一人が心身ともに健やかに育ち、豊か
な心、逞しく生きる力を育めるように職員で共通理解を図りながら、園内
研修を進めてきた。お散歩では、園外保育マニュアルの確認、お散歩コー
ス・お散歩マップの作成、お散歩カードを使用し、安全面に十分配慮し
た。子ども達がより安全に活動を楽しめるように安全管理をし、職員で連
携を密にとりながら、環境を整え、どの子も自然と関わりながら遊べるよ
うに工夫をしてきた。散歩の目的の明確化により、教材研究ができ、職員
の資質向上に繋がった。職員も自然を通して様々な体験を子ども達と一
緒に楽しむことができた。 

【２】 計画に基づく評価 

●全体的な計画 

●指導計画 

●週日案 

●個別支援計画 

共通カリキュラムを基に、全体的な計画・週指導計画等を作成し、実
践、反省をしながら保育を進めてきた。週案会議や園内研修では、子ど
もの姿を話し合い、情報共有し、いろいろな視点から環境構成・援助を
考えることができた。また、巡回指導での助言を受け、改善点を話し合
い、安全面や人員配置、散歩に行きたくない子への配慮などの見直しを
した。経験を重ねると一人一人が自然に触れながら、季節を感じ、散歩
に行くのが楽しみになっている。 

【３】 家庭及び地域社会との連携や子育て支援に係る観点からの評価 

●入園する子どもの家庭との連携と子育て支援 

●地域の保護者に対する子育て支援 

●地域における連携交流 

保護者には、園や散歩での様子をドキュメンテーションで掲示し、子ども
の姿や保育者の思いを知らせ、共有・共感することができた。自分達で見
つけた自然物を園内で制作遊びに取り入れたことで遊びが継続し、作っ
たものを家庭に持ち帰ると保護者の理解も深まった。お散歩では、おひさ
ま文庫・木原ストアー・神社・小学校など、園の周辺の楽しい場所での体
験ができ、地域の方と挨拶をしたり、交流したりすることが増えた。  

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●まとめ 

昨年度、偶然見つけた「ぶらんこ森」。4 月に入り、楽しみにしながら幼児組で散歩に行ったところ、水

没していて遊ぶことができなかった。そのことがきっかけとなり、園周辺の楽しい場所を見つける探検が

始まった。昨年度から遊んでいた場所に加え、年長児が新たに少し離れたところにも楽しい場所があるこ

とを見つけた。写真で紹介したり散歩マップを作って発信したりしたことで、年下児も行ってみたいとな

り、足を運ぶようになった。子ども主体の活動を通して、住んでいる地域への親しみや自然の中で体験し

た面白さや、不思議を学びにつなげてほしいという思いから「園周辺の楽しい場所を探してみよう！」を

テーマに研修を進めていった。 

 巡回指導で助言を受け、職員の立ち位置や遊びの設定、危険個所を事前に情報交換し、散歩の配置図を

作成したことで、職員間で共通理解を図ることができた。また、散歩に行く前に確認し合っていくことで、

職員間の連携がとてもスムーズになった。以前は散歩に行きたがらない子への対応に悩んでいたが、ダイ

ナミックな動きが苦手な子に対して、制作・絵描きコーナーなどその子が楽しく遊べる手立てを考えてい

くことで、散歩先での遊びが広がり子ども達にとっても楽しい場所となった。自然の中での過ごし方が広

がり、環境構成の大切さを改めて感じることができた。 

 自然に触れながら遊ぶことで、自然の面白さや不思議さを子ども自身が発見できることが増えてきて、

自然への興味・関心が広がってきている。散歩コースも増え、住んでいる地域に親しみや興味をもつこと

ができたのも成果であると考える。一方で、今年度の経験を活かしながらどのような遊びが展開できるの

か、もっと五感を豊かにできる手立てはないかと課題になっている。遊び方の工夫を職員間で考えていく

とともに、経験を重ねるごとに動きが激しくなり遊びが変化してくるため、日頃から話し合いを行い危険

の予想や把握をしていくことが必要であると考える。 

 園内研修を通して、子どもと一緒に自然の中で心動かす体験ができ、自然の美しさをあらためて感じる

ことができた。引き続き、楽しく遊べるよう安全面の管理に努めていきたい。また、保育者自身も、自然

に対しての知識を深め、危険を軽減しながら遊べる工夫をしていく必要があると感じる。今後も自然に触

れた活動を通して、子どもの心が豊かな育ちにつながるようよりよい保育を進めていきたい。 
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サブテーマ 「 伸び伸びと遊ぶ正気っ子 

～語り合い・見せ合い・学び合い～」 

 

東金市立正気こども園 

『生きる力』を備えた幼児の育成 

 

 

 

令和６年度 

園内研究まとめ  
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令和６年度 園内研究まとめ 

東金市立正気こども園 

 

『生きる力』を備えた幼児の育成 

 
サブテーマ 「伸び伸びと遊ぶ正気っ子 ～語り合い・見せ合い・学び合い～」 

 

《保育者の願い》 

 

・３歳児 …生活や遊びを通して、保育者や友達と関わる楽しさを味わって欲しい。 

  ・４歳児 …友達との関り合いを通して、相手にも思いがあることに気付いて欲しい。 

  ・５歳児 …自分で考えて行動したり、友達とイメージを共有して遊びを進めたりする 

楽しさを味わって欲しい。 

  ・園全体 …子どもも保育者も、互いの思いを認め合いながら、より良い保育を行っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《仮説》 

〇子ども一人一人の思いや姿を受け止め、丁寧にかかわることで、心が安定し、様々な活動や遊びに意欲的に

取り組むことができるだろう。 

〇子どもの興味や関心に合った環境について、保育者同士の対話を重ねていくことで、子どもが伸び伸びと遊

べるようになるだろう。 

 

《手立て》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪研究方法≫ 
・日頃から、週案会議や職員会議等で、子どもの姿やクラスの悩み事等を語り合い、職員間で 
学び合いをしていく。 

 
・期ごとにおいても、保育観を語り合ったり、保育の振り返りをしたりし、職員間で話す場を設
け、共通理解を図っていく。 

 

 〇保育者の援助〇    

・ありのままの姿を受け止め、信頼関係を

築いていき、一人一人に合わせた援助を

心掛けていく。 

・子どもの姿やそれぞれの保育観を語り合

っていき、子どもたちに必要な援助の仕

方や環境構成を学び、実践していく。 

・園全体で子どもの姿を捉え、職員間で共

通理解を図っていき、子ども理解を深め

ていく。 

伸び伸びと遊ぶ 正気っ子 ～語り合い・見せ合い・学び合い～   

〇環境構成〇 

・様々な活動に「やってみよう」と意欲的

に取り組むことができるように、魅力

的な環境作りをしていく。 

・子どもの興味関心に合わせた素材や道

具等を用意し、時間を確保していく。 

・広い園舎や園庭を生かし、異年齢交流が

楽しめる場を設定していく。 
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●第１回巡回指導を受けて（７月１日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜３歳児＞ 

〇１回目の巡回指導よりも職員間で話し合いを重ね、遊びを展開していて良かった。 

☆箸への移行については、積み木や折り紙など指先を使った遊びを取り入れることが大切であり、３歳

児で箸が使えなくても全く問題ない。 

＜４歳児＞ 

☆積み木や折り紙など、手先を使う遊びをたくさん経験し、箸への移行に繋げていくと良い。 

→様々な文化の人と身近になる中で、今まで常識だったことが正しい訳ではなく、また正しさを教える

ことだけが良い保育と言えないのではないか。 

〇２か月間、お祭りごっこが続いて、保育者は長いのではないかと思う一方で、子どもたちにとっては、

『お祭りごっこに向かう準備期間』＝『遊び』となって楽しさや面白さを感じていたので、決して長

くはなかったのではないか。 

＜５歳児＞ 

♢進級より、自分の思いをだすことが得意ではなく、控えめな子が多いことに変わりはないが、「ごっこ

遊びの準備を秘密で進めたい」などと、子どもたちなりに自分の思いを出せていた。子どもからの「～

したい」だけが思いの表出ではないことを子どもの姿から感じた。 

＜園全体＞ 

☆戸外遊びで遊ぶ場所（コーナー設定）が少なく、子どもたちが固定遊具に行く姿が目立っている。子

ども自身がどんな遊びをして良いか見つからないのではないか。遊びの拠点を作った方が良く、戸外

では、５つのコーナーがあると良い。 

☆砂場のままごとコーナーに保育者がいなかったので、遊びの展開ができずに終わってしまった。砂場

の物的環境の見直し、雨どいなど、年齢に合った砂場遊びの環境を見直していく必要がある。 

☆引き続き、発達の連続性を意識した保育をすると良い。 

☆３クラスが全く違う保育を行っているが、子どもたちにとって今後発達にゆがみが生じないようにす

ることが大切であり、もう一度園としての保育の方向性を見直していくことを課題とすると良い。 

☆自分の保育が支配になっていないか、保育と教育と支配（コントロール）は表裏一体であることを、

保育者自身が日々の保育を振り返ることを大切にしてもらいたい。 

＜3 歳児＞ 

・好きな遊びが見つけられるようないろいろなコーナー作りがされていて、子どもたちがやりたい遊びができている。集団生活が初めての子が

多い３歳児にとっては、好きな遊びを見つけやすく、過ごしやすい環境設定であった。 

・４歳児のキャンプごっこに、やってみたいという憧れを持って見ている子がいた。 

→他のクラスに、行き来することがまだ難しいが、広々とした魅力的な廊下を上手く活用し、異年齢交流をしていくと良い。 

＜４歳児＞ 

・テントの中で友達同士体をくっつけ合い、楽しさを共有している姿があり、更にキャンプごっこが盛り上がるように、子どもたちのアイデア

やイメージを引き出していくことを大切にしていく。 

→廊下にテントを置き、異年齢児で遊べる環境があるのは良い。 

・自己主張の強い女児が多く、トラブルになることが悩みである。 

→４歳児として自分の意思を出せるのは育ちとして良い。 

・リーダーとサブに分かれて保育をしているが、役割分担が見えない面がある。 

→一人で見ようとせず、担任間で連携していくことが大切。 

＜５歳児＞ 

・サイコロを使ってすごろくゲーム遊びをしていたが、遊びが発展しなかった。 

→サイコロを使った遊びについて保育者自身が調べ、子どもたちが興味を持てるような環境作りをしてみたらどうか。子どもたちは何もない遊

びの環境からは、イメージやアイデアは生まれにくい。＝０から１にするには難しいのではないか。 

・３歳児からの積み重ねと発達の連続性が大切であり、子どもの育ちは繋がっているため、繋がりを意識した保育を大切にしていくとよい。 

・リーダーやサブの役割に固執せず、担任２人がメインと捉えられるような保育をしていくと良い。 

・リーダーが変わると遊びが途切れてしまう。→コーナーを担当するなど、遊びが継続するようにすると良い。 

＜園全体＞ 

・園内研究のサブテーマである「伸び伸びと遊ぶ」の「伸び伸び」とは、保育者によって捉え方に相違があるため、丁寧に保育

者同士で擦り合わせていくことが大切であり、園としての方向性を示していき、職員間の共通理解に近づくのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

担任の思い・気付き（♢） 助言を受けての変化（〇） 今後の課題・助言（☆） ●第２回巡回指導（１１月２１日） 

 講師の感想（・）講師の助言（→） 
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成果 今後の課題 

３

歳

児 

・保育者が普段から子ども一人一人の気持ちに

寄り添い、丁寧に関わることを意識したこと

で、子どもが安心して過ごせるようになった。 

 

 

・「やってみたい」「面白そう」と思えるように、

環境を整え、見守ったり、保育者も一緒に関わ

ったりすることで、伸び伸びと過ごすことがで

きた。 

 

・新しい職員でスタートした一年であったので、

まずは担任間で話し合う機会を多くもつよう

にした。そうすることで共通理解ができ、保育

を進めていくことができた。 

 

 

・クラス全体としては落ち着いてきたが、気持ちの

不安から後半にトラブルが見られたので、子ども

にも保護者にもより丁寧な関わりをしていきた

い。 

 

・「発達の連続性」を大切にしていくと良いと巡回指

導で助言を受けたので、今後は、自分のクラスだ

けではなく園全体での共通理解を話し合ってい

きたい。 

 

・他のクラスの職員と話し合う機会が少なく、共通

理解ができていないことがあり、途中から職員全

員で話し合う機会をもち、今後も継続していきた

い。 

４

歳

児 

・担任間で話し合い、子ども一人一人の姿を丁寧

に捉え、興味関心に合わせて環境を作ったこと

で、子どもたちの“やりたい“という思いが形

となり、伸び伸びと遊ぶことができた。 

 

・自己主張の強い女児が多かったが、いろいろな

遊びや生活、保育者を交えた話し合いの場を繰

り返しもつ中で、自分の気持ちをコントロール

するようになってきた。また、一緒に遊ぶ中で、

少しずつ友達にも思いがあることに気付き、一

緒に遊ぶ楽しさを感じることができた。 

 

・こども園立ち上げのため、週案会議、職員会議

の他に、週に一度話し合う機会を作ったこと

で、各学年の遊びや子どもの姿について共通理

解を図って保育をするようにした。 

 

・職員間で話し合いをするように意識してきたが、

上手く連携が取れず、横のつながりが薄かったた

め、異年齢交流を盛んに行うことが少なかった。 

 

 

・自分の思いばかりを通そうとする子の姿がまだ多

いため、友達との関わり合いの中で、思いの伝え

方、友達にも思いがあることを引き続き知らせて

いきたい。 

 

 

 

・保育の進め方や環境設定など、細かい点まで話し

合わないと共通理解を図れないことがあったの

で、更に保育の擦り合わせや共通理解を図り、全

体で周知し、保育を進められるようにしていきた

い。 

５

歳

児 

・自分の思いを表現することが苦手な子どもた

ちなりの表現を受け止めたり、拾い上げたり

し、共有していくことで少しずつ自己表出がで

きるようになった。 

 

・行事や遊びを通して、友達や保育者にほめられ

たり、受け入れられたりする経験をしたことで

自信へとつながり、伸び伸びと遊ぶ姿が見られ

るようになった。 

 

・職員間の考えや経験の違い、二人担任であるこ

とを常に意識することで、以前よりも意図的に

話し合う機会をもつことができた。 

 

・子どもたちの特性や今までの経験、興味を探り、

保育者がどこまで準備したり、見守ったりするの

かを判断し、援助していきたい。 

 

 

・今後も、今まで行ってきたことを当たり前と捉え

ず、気付いたことや考えを職員間で話し合い、思

いを擦り合わせていくようにしたい。 

 

 

・クラスの実態や保育内容について、短時間でも語

り合う時間をもち、異年齢交流や職員間の共通理

解につなげていきたい。 

●各年齢での研究の成果と今後の課題 
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【１】 保育の実施運営・体制全般等に係る観点からの評価 

●子どもの最善の利益の考慮 

●組織としての基盤の整備 

●社会的責任の遂行 

●健康及び安全の管理 

●職員の資質向上 

子どもたちの現状を踏まえ、一人一人の個性を尊重し、伸び

伸びと遊び、園生活を送れることを願い、保育に取り組んでき

た。幼稚園からこども園への転換の年となり、保育教諭間の思

いの相違や課題が見える中で、正気こども園の良さを生かす保

育を探ってきた。園内研究を進める中で、少しずつではあるが、

思いの擦り合わせができてきていると感じている。今後も子ど

もたちの健やかな成長のため、継続して研究を進め、職員の資

質向上に繋げていく。 

【２】 計画に基づく評価 

●全体的な計画 

●指導計画 

●週日案 

●個別支援計画 

市内共通カリキュラムを基に、全体的な計画、週指導計画、

個別指導計画を作成し、実践、振り返りをした。職員会議、週

指導計画会議などの話し合いの場で、クラスの様子や気になる

子どもの姿を伝え合い、共通理解することで、全職員で全園児

を見る姿勢で保育にあたることができた。 

【３】 家庭及び地域社会との連携や子育て支援に係る観点からの評価 

●入園する子どもの家庭との連

携と子育て支援 

●地域の保護者に対する子育て

支援 

●地域における連携交流 

保護者が安心してこども園に預けることができるよう、送迎時

に丁寧にコミュニケーションを図り、信頼関係を築いてきた。ま

た、園だよりや通信・クラスボードを通して、園での子どもの様

子を発信し、子どもたちの成長を共有することができた。 

子育て支援事業の一環として、週一回程度の園庭開放を行った。

未就園児を持つ保護者の子育て相談や交流の場として定期的な利

用者が増え、子育て支援のためのセンター的な役割を果たしてい

る。 

 

●研究のまとめ 

今年度より幼稚園から認定こども園に転換し、幼稚園、保育所の職員が一緒に保育することになり、正

気こども園の開放感溢れる園舎と広々とした園庭をいかして、子どもたちが「伸び伸びと遊んでほしい」とい

う大きな願いのもと、「子ども一人一人の様々な活動や遊びに意欲的に取り組む姿を大切にしたい」また、「職

員間との話し合いの機会を多く持ち、共通理解を図っていくことが大切である」という思いから～語り合い・

見せ合い・学び合い～をサブテーマにして研究を進めてきた。 

年度当初から、クラス運営の仕方、保育の進め方の相違に保育者一人一人が戸惑いを感じ、手探りの状態の中

で保育を行ってきた。その中で、担任が抱える悩みを伝え合い、共通理解を図れるよう、悩みごと相談会の時間

を設けた。徐々に保育者間で相談しながら保育を進められるようになってきたが、保育観の違いから、互いの保

育において、当たり前のことが、当たり前ではないことや捉え方が異なる点など思うように保育ができず、

すれ違いが表面化した。その後も話し合う機会を継続し、クラス担任と会計年度職員も含め、話し合うよ

うに関係を広げ、情報共有や共通理解を図る基盤作りにつなげていった。また、いろいろな遊びを通して、

年下の友達をクラスに招待して遊んだり、コーナーを廊下に設定し関わりをもったりすることで、少しず

つ異年齢交流ができるようになり、自然と他のクラスに遊びに行く姿が増え、保育者同士の関係性にも、

子どもの姿を通して気軽に相談したり、話をしたりするように変わってきた。 

今回の研究を振り返り、テーマである「伸び伸びと遊ぶ正気っ子」とは「どんな子どもの姿なのか」を

まず園内で深く話し合い、分かりやすく具体的なイメージをもち、保育していくことが重要であったこと

を改めて学び、子どもたちにとって魅力的な環境を作っていくことや子どもと共に保育者自身が“楽しい”

と感じ、保育していくことの大切さを感じた。 

最後に、今年度は、こども園立ち上げということもあり、各クラスの職員から遊びや保育内容を共有す

ることが難しかった点が反省・感想に上げられた。また、他の保育所やこども園と違い、１号認定（１４:

００降園）・２号認定の園児が約半数ずつを占める中で、保育者間で話し合う十分な時間をもつことが困難

であった点を踏まえて、次年度の課題とし、今後も保育や時間の確保の両面から一つ一つ丁寧に向き合っ

て、共通理解を図っていきたいと思う。 
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